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       旅⾏者の皆さま
地中海には無数の島々が存在していますが、古代ギリシャの愛の⼥神アフロディーテが唯⼀”我が家”と呼んだ島、それがキプロスです。マイペースで
旅を満喫できる、まるで故郷のようにくつろげるところなのです。
島のビーチは美しいだけでなく、ヨーロッパ有数の透明度も誇っています。そして⽔晶のように透明な海の広がる海岸線から⾞でほんの少し⾏くだけ
で、そこはもうスギ林の中を野⽣のヒツジ・ムフロンが駆けまわり、ビザンチン時代の美しく重厚なまるで宝⽯のようなフレスコ画やイコンで飾られ
た教会や修道院が点在する、松の⽣い茂るトロードス⼭域です。
  考古学愛好家たちにとってキプロスはまさに天国です。11,000年前の新⽯器時代の集落やクーリオンの古代劇場などギリシャ・ローマ時代の⾒事な
遺跡群から、コロッシなど中世の要塞に⾄るまで、キプロスには無数の歴史遺産が存在します。神秘的な王族の墓の数々、保存状態もよく広⼤でカラ
フルなモザイクが敷き詰められた床がある館跡など…。 
  キプロスは地中海で３番⽬に⼤きい島ですが、意外にコンパクトで周遊しやすいところです。険しい⼭々の頂と陽光きらめく海岸線の間には遮るも
ののない景⾊と緩やかに起伏するブドウ畑が広がります。
   ⻑閑な村⾥ではきっともう⼀杯のコーヒーでゆっくりしたくなるでしょう。キプロスは⾷事も楽しみです。キプロスの郷⼟料理を何種類もセット
にしたメゼでは、炭⽕焼きのスパイスの⾹る⾁料理から新鮮な野菜、伝統チーズのハルミ（塩気の効いた⼭⽺乳や⽺乳のチーズ。焼くと美味しい）な
ど、地元の味がいっぺんに楽しめます。⽂明の要としての豊かな歴史もさることながら、キプロスは近代国家で地域有数の観光⼤国、サービス先進国
です。また、キプロスの⼈々は親しみやすく温かな国⺠性を持っています。宿泊施設には、地元⾊にあふれ国際的にも最⾼⽔準なラグジュアリー・リ
ゾートホテル、設備の整ったツーリストヴィラ、古⺠家を再⽣したアグロツーリズムホテルなど、様々なタイプがあります。

 
~ キプロス政府観光局
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“…you are welcome in Cyprus”
 

~ William Shakespeare, “Othello” 

KOPIASTE!
コピアステ︕ようこそキプロスへ



16 トロードス
        TROODOS
         松の⾹り漂う森の中をウォーキング、
           ビザンチン教会や絵のように美しい
           村々を歩いてみよう

18 アモホストス (ファマグスタ)
       AMMOCHOSTOS (FAMAGUSTA)
        キプロス南東部の海岸。紺碧の海と砂浜
         を満喫

20  旅⾏⽇程
キプロス島の歩き⽅

21 カルチャールート
  キプロスの歴史を旅する

22 ⽬的別ご案内
  キプロスの楽しみ⽅いろいろ

24  ⾷事
キプロス料理、レストラン、ナイトライフ、
エンターテインメント

25 キプロスワイン 
  ワインを知る旅、コマンダリ
          ア 、ジバニア

26 イベントと祝祭⽇
  イベント、⾏事、祝祭⽇ 

27 宿泊
  宿泊情報

28 お役⽴ち情報
  ⾏く前に知っておきたいこと 

30 障害者サポートと設備 
31 キプロスの地図
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 4  ディスカバー・キプロス
アフロディーテの待つ島

 6  キプロス悠久の歴史
キプロスの歴史

 8  レフコシア (ニコシア) 
LEFKOSIA (NICOSIA)
ヴェネチア時代の要塞、町に残る古いドア、
活気あるタベルナを⾒つけよう

10  レメソス (リマソール) 
LEMESOS (LIMASSOL)
何代もの王国、王が栄えた街。世界的なリゾ
ート地。歴史遺産

12 ラルナカ
        LARNAKA
           キプロスの⽞関⼝、聖ラザロスの町、海
          岸沿いの遊歩道を散策しよう

14   パフォス
AFOS
伝統と習慣が⽣きているアフロディーテの町

⽬次



CYPRUS
キプロス・・・アフロディーテの待つ島

最強の神ではありませんでしたが、残された芸術と考古学が何かしら⼿掛かりになるとすれば、アフロディーテは紛れもなく最も美しい神でした。太古
の昔、キプロスの⻄岸で波間から現れ、その後⼀度もこの地を離れることはありませんでした。彼⼥の神秘的な精神は、オリーブの⽊々と果樹園という
昔と変わらぬ美しい⾵景からキプロスの⼈々が旅⼈を出迎える笑顔に⾄るまで、今もこの島に息づいています。エキゾチックでありながらも親しみやす
いキプロスの⼈々は、ギリシャ・ローマの時代からEUに⾄る歴史の変遷の証⼈であり、この島を誇りに思っています (キプロス共和国はEUのメンバー
です)。そして常に旅⾏者とその広⼤な⽂化的豊かさを共有することに喜びを感じています。
   地中海東端に位置するキプロスは、常に古代ギリシャと⽂化的に関連付けて考えられてきましたが、実際には歴史に出てくるような帝国がまだ⼀切成
⽴していなかった 11,000年ほど前から⼈類が定住していた⼟地として知られています。しかしその後、古代ギリシャローマ帝国、ビザンチン帝国、
フランク王国、ヴェネチア共和国、オスマン帝国など巨⼤な勢⼒に次々と翻弄されますが、歴史を振り返っても、アフロディーテの率直でひたむきな魅
⼒に魅⼊られなかった権⼒は殆どありません。キプロスの銅⼭があったからこそ、古代ギリシャ・ローマ時代の⼤半を通じて諸国が島を欲しがったのだ
としたら － 事実キプロスは銅という ⾔葉（Copper） の由来にもなっていますが － 何世紀にも渡りこの島の存在こそが帝国を突き動かすてこの役
割を果たしてきたのです。
   そして今⽇においては、キプロスは旅⾏者たちを惹きつけずにはいられない魅⼒的な場所となっています。多くの航空便が乗り⼊れており、これほど
までに⽬に⾒える形で過去の形跡をたどることができ、これほどまでにコンパクトでダイナミックなスペースの中でそれを味わえる場所はどこにもあり
ません。昨⽇までの騒乱は、今⽇では考古学上の遺跡と魅⼒的で完璧に整えられた博物館とが織りなす他に例を⾒ないまるでタペストリーとなっていま
す。現在ヨーロッパでも最⾼の⽣活⽔準を誇る近代的な共和国となった理由がここにあります。

豊かで重層的な過去を探索する
このような⻑い歴史を持つ島を単に歩いて回るだけでも素晴らしい思い出になり、歴史的な体験を深めることにもなります。⾸都レフコシア (ニコシア) 
ではヴェネチア共和国が⽀配する時代に建てられ現在も街を取り囲んでいる圧倒的な城壁を形作る⽯に触ることができます。パフォスには聖パウロの柱
や、それより古い時代のモザイクの素晴らしいエイオンやディオニソスの館、その他にも過去の美しい遺跡が多数存在しており、この古代都市全体がユ
ネスコの世界遺産に指定されています。クーリオンにあるギリシャ・ローマ建築の劇場や、その近くのアポロン神殿、ぺトラ・トゥ・ロミウ (アフロデ
ィーテの岩) なども⾒逃せません。
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Petra tou Romiou – Rock of Aphrodite, Pafos



⾃然の輝き
信じられないほど美しい景⾊が広がるアカマス半

島は、アフロディーテがそこを住み家とした時代か
ら変わらず⾃然愛好家たちにとってのパラダイスと
なっています。そしてアドニスとの愛にちなんで彼
⼥の名を冠した鉱泉「アフロディーテの泉」があり
ます。この泉ではアフロディーテが⽔浴びしていた
という伝説があります。そこからさらに⾕間をぬっ
て進むと、太古の時代と同じく、そこから先は道を
遮るものはヤギだけという世界です。

静けさとさらに⾼いレベルのハイキング・コース
を⽬指す⼈には、トロードス⼭地があります。海沿
いから⾞で約1時間、⾼い松の⽊と雄⼤な杉の⽊に覆
われた⼭の頂は、眩いばかりの海岸線の景⾊とは全
く対照的です。
世界の主要貿易港とビーチ

リマソールとも呼ばれるレメソスはキプロス最⼤の
港で、エキサイティングなナイトライフを楽しめる街
でもあります。ビーチには4つ星、5つ星のリゾートホ
テルが軒を連ね、優雅なヨットやクルーザーから、釣
り船に⾄る全てが、港と新しいマリーナを埋め尽くし
ています。  地中海有数の賑わいを⾒せるリゾート地
アヤナパ、すぐ近くのニッシビーチも⼈気です。キプ
ロスのビーチはその⽔質の良さで有名で、ブルーフラ
ッグの認定を受けたビーチも数多くあります。ビーチ
にはウィンドサーフィンやパラセーリング、スキュー
バダイビングなどの設備も整っています。
  気分を変えて、⼭間の村に向かってみましょう。レ
ースで有名なレフカラ、アーティストたちの村ラニ
ア、眠気を催すような陽光きらめく広場と職⼈たちの
⼯房が無数に点在する美しい村オモドスなど、時代
の流れとは無縁のような⽯造りの村々にたどり着き
ます。

全ての旅⾏者にとっての⽬的地
 キプロスでは、太古の昔から途切れることなく紡
がれてきた歴史と、近代的なインフラが整ったコス
モポリタン的なライフスタイルがシームレスに融合
しています。ラルナカの国際空港に降り⽴った瞬間
から、ストレスがなくなりリラックスできるはずで
す。アフロディーテでさえこの地を⽴ち去ることが
できなかったことを考えれば、無理もありません。
 古代からの歴史が息づくキプロスで、静かな宝の
ような時間をお過ごしください。畏敬の念を抱きな
がらもゆったりと散策しましょう。わからないこと
があったら地元の⼈に尋ねてみてください。きっと
親切に教えてくれるでしょう。「コピアステ!」と
は、「さあいらっしゃい、⼀緒に過ごしましょう」
という意味で、キプロスの⼈たちは⼼からそう呼び
かけるのです。

“様々な運命が交差“様々な運命が交差

して、地中海の東にして、地中海の東に

位置する小さな島に位置する小さな島に

たどり着き、その歴たどり着き、その歴

史に光が当たると、史に光が当たると、

島の歴史はさらに重島の歴史はさらに重

要な意味を持ち、深要な意味を持ち、深

みを増す。”みを増す。”

That’s the sun-kissed spirit of Cyprus.
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Lemesos promenade

～ローレンス･ダレル～ローレンス･ダレル
 『にがいレモン』 『にがいレモン』

幾野 宏 訳幾野 宏 訳



BC9000年〜BC3900年: 新⽯器時代
島で最古の集落跡はこの時代にまで遡る。⽯の器や
後期は陶器が使われていた。
BC3900年〜BC2500年: 銅器時代
キプロス⻄部では⾦⽯併⽤時代の集落と豊穣祈願の
儀式の跡が発⾒されている。銅の発⾒。 
BC2500年〜BC1600年: 初期および中期⻘銅器
時代
BC2400年頃より、アナトリア地⽅の採掘者たちが
銅を求めてこの島にやって来る。彼らは銅の産地だ
ったトロードス⼭脈のふもとの丘に定住。初期⻘銅
時代、キプロスでは⾦属がより広範に使⽤されるよ
うに。キプロスは銅を輸出し始める
BC1600年〜BC1050年: ⻘銅器時代
⼤貿易時代、銅を盛んに採掘していたこともあっ
て、キプロスは周辺諸国から“アラジア”と呼ばれて
いた。BC1400年以降、ギリシャの商⼈と (ミケー
ネ⼈、アカイア⼈からなる) ⼊植者の第1波が島に
到達し、ギリシャ語と宗教、習慣が広まって⾏く。
彼らは次第に実権を握り始め、最初の都市王国を
樹⽴する。
BC1050年〜BC750年: 幾何学時代 
キプロスのヘレニズム (古代ギリシャ) 化が完成
し、10の都市王国が出来上がる。この繁栄の時期
にはアフロディーテの儀式が盛んに⾏なわれた。
BC750年〜BC480年: アルカイック古典時代
繁栄と征服の時代。キプロス諸王国はアッシリア、

エジプト、ペルシャの属国となる。しかしエバゴラ
ス王 (在位BC411〜BC374年) が統⼀を果たし、島
をギリシャ世界の重要拠点とする。
BC333年〜BC325年: 
アレキサンダー⼤王により帝国の⼀部に編⼊。 
BC310年〜BC30年: ヘレニズム時代
アレキサンダーの部下である将軍らによる後継者争
いの結果、キプロスはギリシャ国家であるエジプト
のプトレマイオス朝の傘下に⼊り、以後ギリシャ・
アレキサンドリアの世に。パフォスが⾸都となる。
BC30年〜AD330年: ローマ時代
キプロスはローマ帝国の⼀部に。だが聖パウロと
聖バルナバスがローマの地⽅総督をキリスト教に
改宗させ世界初の伝道によるキリスト教国となっ
た。313年には信仰の⾃由が認められ、キプロスの
 主教たちは325年、ニカイア公会議に出席。こ
の時期は度重なる地震により、都市の再建が進め
られた。
AD330年〜1191年: ビザンチン時代
ローマ帝国分裂後、キプロスはビザンチンの⼀部と
なり、キリスト教が国教となる。
聖エレナが島を訪れ、スタヴロヴーニ修道院を建
⽴。この時代もまた地震と街の再建を繰り返す。各
地にバシリカ教会堂も建⽴される。488年聖バルナ
バスの墓が発⾒された後、キプロス教会は皇帝ゼノ
ンから完全な⾃治権が付与される。 
1192年〜1489年: フランク王国 (リュジニャン

王家) 時代
ギリシャ正教会が正式にカトリック教会に取って替
わられるが、カトリック教会は、その後も何とか存
続を続ける。アマホストスはこの時期、世界でも有
数の豊かな都市であったが、それは最後の⼥王、カ
テリーナ・コルナーロが1489年、キプロスをヴェ
ネチアに割譲するまで続いた。

1489年〜1571年: ヴェネチア時代 
ジェームズ2世の妃でキプロス最期の⼥王、カテリ
ーナ・コルナーロが1489年に島をヴェネチアに割
譲。その結果、ジェノヴァ⼈は島から徹底的に追
放され、ヴェネチアの⽀配が固まって⾏く。ヴェ
ネチアの主な⽬的は、キプロスの⽀配を確実にす
ることで、東地中海をどこからも妨害されること
なく移動し、海域にヴェネチアの船舶を進出させ
ることにあった。
  ヴェネチアはオスマントルコの侵⼊に備え、島を
要塞化し、レフコシアとアモホストスの周囲に⾒
事な城壁を巡らせたが、その姿は軍事施設の中の
芸術作品のようであった。ヴェネチアの⽀配が終
焉を迎える頃には、ラルナカがキプロスにおける
もっとも重要な港へと発展し、港からは塩が輸出
されていた。
 
1571年〜1878年: オスマントルコ時代
オスマントルコによるキプロスの⽀配は、1571年
のアモホストス (フォマグスタ) 崩壊によって始ま
る。ラテン系は島から追放され、キプロスに初めて
イスラム教の共同体が成⽴される。オスマントルコ
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⼈がこの地に定住を始めた新⽯器時代から古代ギリシャ・ローマ時代、そしてビザンチン、フランク王国、ヴェネチアなど、キプロスは多くの⽂明の

交差点です。それら全てを正しく分析するには、鋭い⾒識を持った考古学者がその⽣涯を費やさなくてはならないでしょう。しかし太陽の恵みを受けた

コンパクトに魅⼒が凝縮されたキプロスは、途中でビーチやブドウ園、修道院、博物館、タベルナに何度も⾜を⽌めたりしながらでも、それよりはるか

に短い時間で探索することができます。ぺトラ・トゥ・ロミウ（アフロディーテの岩）の⻘い渦を⼀⽬⾒ればキプロスが何故、何千年にも渡ってこれほ

ど多くの⼈々を魅了してきたのかがお分かりいただけるはずです。

キプロスにある新⽯器時代の遺跡は、時代を超越するという⾔葉の意味を改めて実感させてくれます。ユネスコ世界遺産の地、ヒロキティアは、

11,000年前にこの地に定住した⼈々の集落跡です。この島で銅が発⾒されたのはBC3900年のこと。古代の商業的、⽂化的な歴史の⾏⽅を変えてしま

う出来事でした。しかしそれと同時に、その時々の時代に勢⼒を誇った国々の関⼼も集めることになりました。古代ギリシャの地理的な活動範囲を考え

れば、BC1650年からBC1050年の間にギリシャの商⼈と (ミケーネ⼈、アカイア⼈からなる) ⼊植者たちが、キプロス都市王国を樹⽴することになっ

たことには何の不思議もありません。その国家の⼀つであったクーリオンでは、保存状態の良い古代の遺跡の散策・探索が楽しめます。さらに時代が

CYPRUS
キプロス・・・時代を乗り越えて・・・



“この島の丘は、“この島の丘は、
さすらいの舟人たさすらいの舟人た
ちがその緑の中でちがその緑の中で
しばしくつろぎたしばしくつろぎた
くなるような心地くなるような心地
よさだ。よさだ。

そよ風が島と周りそよ風が島と周り
の海を甘い香りでの海を甘い香りで
満たしていく…”満たしていく…”

～レオナルド･ダ･ビンチ～レオナルド･ダ･ビンチ  
(AD1452-1519)(AD1452-1519)

⽀配当初からキプロスの東⽅正教会には特権が与え
られ、教会には宗教的権威のみならず政治的権威が
もたらされる。キプロスはオスマントルコ⽀配下で
冬の時代を過ごすことになる。
1878年〜1960年: 英国領時代
1878年、英国が島の施政権を獲得、オスマントル
コがドイツ側について第⼀次世界⼤戦に参戦した後
の1914年には併合する。1923年、トルコはローザ
ンヌ条約に基づきキプロスに対する全ての権利を放
棄し、1925年、キプロスは英国の直轄植⺠地に。
第⼆次世界⼤戦中、キプロス⼈は志願兵として英国
に従軍する。キプロス⼈の⾃決への願いはしかし、
この島を戦略上の要と考えていた英国の拒絶に遭
う。1955年には、反植⺠地⽀配、ギリシャとの合
併を求める運動が全⼟に広がり、1959年まで続い
た。チューリッヒ-ロンドン合意によりキプロス共
和国樹⽴。1959年12⽉13⽇、⼤主教マカリオス3
世がキプロス共和国初代⼤統領に選出され、ファジ
ル・クジュク博⼠が副⼤統領に就任。
1960年: キプロス共和国 
キプロスは1960年、独⽴国家となる。、現在、国
連、欧州評議会、EU、イギリス連邦、⾮同盟運動
それぞれの加盟国。しかし英国は2か所の主権基地
領域を保持し続けている。
  共同体間の衝突を受け、1964年国連平和維持軍
がキプロスに着任。1974年7⽉、トルコ軍が侵略
し、島の北側3分の1 (37%) を占領。以来トルコ
軍は今⽇まで駐留を続けている。侵略による⼈道

上、社会的、経済的な影響にもかかわらず、キプロ
スは今⽇も堅実かつ健全な経済的基盤に⽀えられた
近代的な社会を維持している。2004年5⽉にはEU
の正式メンバーとなり、キプロスはEUというモザ
イク状の組織に⾃らの独⾃性を加味するとともに、
以来、地中海東域におけるEUの灯台としての役割
を果たしている。キプロスの島と⼈々は、近隣諸国
やより広範な地域の国々、その⼈々らとのより緊密
な協⼒、相互理解、対話に向けた道しるべとして存
在している。その戦略的な⽴地条件から、キプロス
は今も海洋国家としての豊かな伝統を保ち続けてい
る。現在キプロスが保有する商船隊はEU第3位、世
界第10位の規模を誇る。2008年1⽉にはキプロス･
ポンドに代わり正式通貨としてユーロを導⼊。キプ
ロスはこの島を⾜がかりに周辺地域へと、そしてさ
らに離れた国々へと⾶び⽴っていく多くの国際的な
企業にとっての本拠地となっている。
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進みBC333年になると、アレキサンダー⼤王がこの地を席捲します。キプロスはエジプトのプトレマイオス朝

の⽀配下に⼊り、BC325年にはヘレニズム時代が始まります。当時の都はパフォスです。今⽇王族の墓として

知られる地下墳墓が、島が繁栄していた往時の⾯影を伝えています。 (BC30年からAD330年までの) ローマ時

代、キプロスの名はラテン語で銅を意味するcuprumと同義でした。

ローマ帝国崩壊後キプロスは、ビザンチンとして知られるコンスタンチノープルを⾸都とする東ローマ帝国

の傘下に⼊ります。その後フランク王国、リュジニャン家の時代を経て、1489年にはヴェネチアが権⼒を握り

ます。レフコシア (ニコシア) の要塞はヴェネチアの堅固な建造物です。島にはオスマントルコとイギリスによ

る⽀配の痕跡がいまだ残っています。キプロスを探索するにつれ、様々な⽂明のモザイク模様が次第にクロー

ズアップされてくることでしょう。世界の多くの歴史がまさにこの地で始まり、そして連綿と受け継がれてき

ているのですから。



世界で唯⼀分断された⾸都としての特徴を持つレフコシア (ニコシア) は、巨⼤なヴェネチアの城壁に取り囲れた、歴史と⽂化が深く染み渡る魅⼒あ

ふれる古い都市です。キプロス最多を誇る博物館やギャラリー、宗教的、歴史的なモニュメントが、それぞれの時代における島の素晴らしい物語を余

すところなく伝えてくれます。堂々たるファマグスタ⾨が1,000年の歴史を有するこの街を今⽇も誇らしげに⾒守っています。城壁の内側には古い街並

み、ライキ・イトニアが広がります。狭い⽯畳の道を進んで⾏くと、窓に置かれた鉢植えからは⾚い花々が垂れ下がり、開け放たれた⽞関ドアからは伝

統料理の⾹りが漂ってきます。ジュエリーショップ、ハンディクラフト･ショップ チャーミングなタベルナでの⾷事、数百年の歴史ある教会、街歩き

の魅⼒が尽きません。

歴史や芸術好きなら、新⽯器時代の始まりからローマ帝国時代までの⼤変貴重な財宝を所蔵しているキプロス博物館にまずは⾜を運んでみたいと思う

かもしれません。ビザンチン博物館では地中海⻩⾦期の⽬も眩むようなイコンのコレクションに遭遇できます。国⽴現代美術ギャラリーやプライベート

なギャラリーでは、現代キプロスのアーティストたちに焦点を当て新たな視点で作品を展⽰しています。中には国際的に脚光を浴びているアーティスト

の作品もあります。

⼀回りしてまだ時間があれば、キプロス⼿⼯芸センターのワークショップを訪れてみましょう、伝統⼿⼯芸を当時の⽅法で学ぶことができます。

いつも前進している街 － 様々な魅⼒と特徴が幾重にも折り重なったレフコシアはあらゆる意味で島の⾸都なのです。
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Ledra Street

レフコシア                                                ⾸都レフコシア-ヴェネチア要塞、

 アンティークな扉や賑やかなタベルナを⾒つけよう
LEFKOSIA



キプロス博物館
(The Cyprus Museum 
(Archaeological))                           
キプロスの新⽯器時代から
ビザンチン初期にかけての遺
物、財宝をコレクション 
ビザンチン博物館、アート･ギャラリー
(Byzantine Museum and Art Galleries)
財団法⼈⼤主教マカリオス3世⽂化センター。
キプロス最⼤のイコン・コレクションを収集。9
世紀から18世紀にかけてのもの。所蔵品は油絵、
地図、⽯版画
ニコシア市⽴レヴェンティス博物館
(The Leventis Municipal Museum of Nico-
sia)
ライキ・イトニア近く。レフコシアの歴史博物
館。古代から現在に⾄るまでの⾸都の暮らしを蘇
らせている。
⺠族学博物館
ハジゲオルガキス・コルネシオスの館
(Ethnological Museum – The House 
of Hadjigeorgakis Kornesios)                                   
レフコシアで最も重要な18世紀の建造物。かつ
ては通訳、ハジゲオルガキス・コルネシオスの館
だった。
フォマグスタ⾨
(Famagusta Gate)
旧市街を取り囲むヴェネチア城壁は11個のハート
型稜堡を備える。街には3つの⾨があり、その⼀
つ、フォマグスタ⾨と呼ばれるPorta Giulianaは
現在レフコシア市⽴⽂化センターになっている。
独⽴闘争博物館
(National Struggle Museum)
1995年〜1959年の⺠族解放闘争に関する⽂書、
写真その他歴史的記念物を収める。
アイオス・イオニアス教会
(Agios Ioannis Cathedral)
1662年、ニキフォロス⼤主教により建⽴。壁絵に
は聖書の場⾯と聖バルナバスの墓発⾒の様⼦が描
かれている。
国⽴現代美術ギャラリー
(State Gallery of Contemporary Art)
20世紀のキプロス⼈アーティストらによる
代表的な絵画と彫刻のコレクション
クリサリニオティッサ教会 
(Chrysaliniotissa Church)
⼤主教の館より歩いてすぐ。レフコシア最
古のビザンチン様式の教会と考えられる。”
レディー・ゴールデン･フラックス”を奉っ
ている。エレナ・パラエオロゴス⼥王によ
り1450年建⽴された。
キプロス⺠族学博物館

(Ethnographic Museum 
of Cyprus)
(旧⼤主教の館内 ⽊造彫刻や
タペストリー、刺繍、陶磁
器、⺠族⾐装、⼿織り品な
ど19世紀から20世紀初期に

かけてのキプロスの⺠芸品を
幅広く収集。 

オメリエ浴場
(Omeriye Baths)
ララ・ムスタファにより、街への贈り物として16
世紀に建⽴される。復元されて現在は公衆浴場と
して利⽤されている。
キプロス⼿⼯芸センター
(Cyprus Handicraft Center)                          
⺠芸品と⼿⼯芸の伝統促進・発展を⽬的として活
動。敷地にはショールームやショップを備え、ワ
ークショップも開催される。
ニコシア市⽴アートセンター
(The Nicosia Municipal Arts Center)
キプロス有数の近代建築である古い発電所内に位
置する。最⾼⽔準の現代美術の創作活動促進を⽬
指して活動。
レドラ展望台
(Ledra Museum Observatory)
レドラ通りの シャコラスタワー11階にある展望
台からは、レフコシアの街全体のパノラマ景観が
楽しめる。街と街の史跡を360度遮るものなく⽬
にすることが可能。
キプロス貨幣博物館
(Museum on the History of Cypriot Coin-
age)
博物館のコレクションでキプロスにおけるBC6世
紀から今⽇までの貨幣の歴史を辿る。                               
ビジュアル･アート･センター (CVAR)
(Center of Visual Arts and Research)
18世紀から20世紀にかけキプロスを訪れた外国⼈
アーティストによる1000点以上の作品とキプロス
の伝統的な⾐装の発展の歴史が分かるコスチュー
ムの数々を所蔵           

ルキア＆ミハラキス・ザンペラス美術館
(Loukia & Michalakis Zampellas Art Mu-
seum)    ザンペラス家のコレクションを常設。
その分野でのパイオニア的存在である本美術館は
キプロスとギリシャの現代美術のアーティストら
による近現代の傑作芸術を展⽰している他、キプ
ロスや諸外国のアーティストによる作品も⼀時展
⽰している。                                                          
レヴェンティス・アートギャラリー
(Leventis Art Gallery)
市の中⼼部に建つアート･ギャラリーは、レヴェン
ティス財団の最も重要なコレクションである800
点以上の芸術作品を所蔵。

レフコシア (ニコシア)郊外
ポリティコ・タマッソス王族の墓
(Politiko-Tamassos Royal Tombs)
レフコシアから17km南⻄のポリティコ村。タマ
ッソスは銅⼭で名⾼い古代キプロスにおける豊か
な都市王国。発掘によってアフロディーテ・アシ
ュタルテの遺跡が出⼟している。                                 
アイオス・イラクレイディオス尼僧院
(Agios Irakleidios Convent)
ポリティコ村。ポリティコ・タマッソス王族の墓
から0.5km。AD400に建⽴されたこの尼僧院は、
クリサンソス⼤主教によって1773年に改修⼯事が
⾏なわれるまで、何度も破壊・再建を繰り返して
きた。聖⼈らの聖遺物が銀メッキのケースに収め
られている。
マカイラス修道院
(Machairas Monastery)                                  
レフコシアの南40km。デフテラ村、ペラ村の
先。近くの洞窟で聖⺟マリアのイコンが発⾒され
た1148年、2⼈の修道⼠により設⽴。マカイラス
⼭脈の⼭あいの⾕間に美しく佇んでいる。
フィラクドゥ村博物館
(Fikardou Rural Museum)
フィラクドゥ村カツィニオルの⺠家を利⽤した
博物館。Gourri村 (マカイラス・レフコシア道沿
い、Klirouの先) から1.5km東に位置する。16世
紀から18世紀にかけて建てられた美しい⽊造建
て⺠家の数々を保護する⽬的で、考古学庁により

村は重要遺跡に指定される。⼀部の家
屋は1987年、ヨーロッパ・ノストラ
賞を受賞。
古代イダリオン博物館
(Local Museum of Ancient 
Idalion)
イダリオンから出⼟した数々の貴重な
発掘品を展⽰するために２００７年設
⽴された。現在では地区の遺跡を訪れ
る⼈たちのための観光センターとして
も機能。 古代都市イダリオンの歴史
の変遷を知ることができる。

レフコシア (ニコシア) 中⼼部
LEFKOSIA (NICOSIA)
お勧めスポット

LARNAKA

LEFKOSIA
(Nicosia)

LEMESOS
(Limassol)

PAFOS
(Kato Pafos)

TROODOS

AMMOCHOSTOS
Region
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“島はその中心に王国の都である美しい“島はその中心に王国の都である美しい

街、レフコシアを戴く。街には、パフォ街、レフコシアを戴く。街には、パフォ

ス、ファマグスタ、キレニアという堅固ス、ファマグスタ、キレニアという堅固

な3つの門を備えた城壁がしっかりと張りな3つの門を備えた城壁がしっかりと張り

巡らされている。中でもファマグスタ門巡らされている。中でもファマグスタ門

は最も美しく、わたしの考えではバルセは最も美しく、わたしの考えではバルセ

ロナにもこれに勝るものはない”ロナにもこれに勝るものはない”

左から:リドラリストリート、アフロディーテ像、キプロス博物館

～P. Joan Lopez、1770年～P. Joan Lopez、1770年
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Vibrant nightlife of Lemesos Promenade

                                           キプロス最⼤の貿易港レメソス、

街は歴史の宝庫、そして世界有数のリゾート地

太古の昔から祭りごとの町だったレメソス (リマソール) は、今⽇も島の祝祭の中⼼地として⼒強さと活気を保ち続けています。ビーチでゆったり

くつろいだり、歴史上の発⾒の数々をのんびり探索したりするための要素がここには全て詰まっています。

古代には神々を讃える祭り、中世にはリチャード獅⼦⼼王の結婚式が⾏われ、そして今⽇ではカーニバルやワインフェスティバルなど、レメソス

はいつの時代もエキサイティングなイベントで多くの⼈々を惹きつけてきました。

またレストランやカフェ、ナイトクラブでは、毎晩のように祝い事で⼈が集まってきます。それも、例えば サッカーでどこかが優勝したとか突然

ロマンスが芽⽣えただとか、あるいは今⽇もまた素晴らしい⽇没が⾒られたとか、といった些細なことから⼈⽣を記念する⼤切なイベントまでなんで

も楽しく祝うのです。漁港から放射線状に伸びる旧市街の狭い路地を進むと、世界有数のモダンなウォーターフロント施設が⽴ち並ぶ海辺の景⾊を楽

しむことができます。

キプロス中世博物館のあるレメソス城や古い邸宅の敷地内の⺠芸博物館を探索したり、10kmに及ぶ美しいビーチ、その名も”キプロスのリビエラ”

を歩いたり、海のプロムナードを散策したり、市⺠公園を訪れたり…リゾートホテルが並ぶ海岸沿いの道を東に進むと、キプロスの古代都市王国の⼀

つ、アマサスが⾒えてきます。遺跡を⾒終わったら、海底に沈んだ古代の港の近くで⼀泳ぎするのも⼀興です。

レメソスの⻄14kmには中世の要塞、コロッシ城があります。堂々とした威容の塔の周辺には、居住地や砂糖⼯場もありました。街の⻄19kmに

は、島を代表する遺跡、古代都市王国クーリオンがあります。紺碧の地中海を⾒下ろすギリシャ･ローマ様式の劇場では現代でも演劇やコンサートが催

されます。ギリシャ・ローマ時代の重要なもう⼀つの遺跡アポロン神殿はすぐ隣です。町から離れた⼭間の地域はキプロスワイン⽣産の中⼼地です。

レメソスは伝統的なワイン⽂化と密接に関わっているのです。祭りや歴史そして海も⼭も⼀緒に楽しみたいとき、レメソスの体験は⽋かせません。

レメソス
LEMESOS



LARNAKA

LEFKOSIA
(Nicosia)

LEMESOS
(Limassol)

PAFOS
(Kato Pafos)

TROODOS

AMMOCHOSTOS
Region

キプロス中世博物館/レメソ
ス中世城
(Cyprus Medieval Mu-
seum-
Lemesos Medieval 
Castle)
旧港近く。ビザンチン時代初期の
城の敷地内に14世紀建⽴。1191年
リチャード獅⼦⼼王とナバレの王⼥ベレンガリア
との結婚式が⾏われた。ベレンガリアはこの地で
イングランド⼥王の冠を授かったのである
レメソス考古学博物館
(Lemesos District Archaeological Mu-
seum) 
市⺠公園の近く。レメソスから出⼟した新⽯器時
代からローマ時代にかけての発掘品の豊富なコレ
クション。
レメソス市⽴アートギャラリー
(Lemesos Municipal Art Gallery)
キプロスの著名な現代アーティストらの代表的な
絵画のコレクションを所蔵。
市⽴⺠芸博物館
(Municipal Folk Art Museum) 
復元された古⺠家には、19世から20世紀初頭にか
けてのキプロスの⺠芸品の美しいコレクションが
展⽰されている。 
キャロブ製粉所跡
(The Old Carob Mill)
レメソス中世城うら。1900年 建築。当時キャ
ロブ はキプロスの主要な輸出品だった。キャロブ
を挽くのに使われた機械がリフォームさ
れたビルに展⽰されており、当時の雰囲
気と現在のハイテク設備とがうまく融け
合っている。
アヤナパ教会
(Agia Napa Church)
19世紀後半と20世紀初頭に建⽴。聖⺟マ
リアを祭る。
彫刻の広場
(Sculpture Park)
広場には1991年〜2001年開催の彫刻シ
ンポジウムに向けてキプロス内外のアー
ティストらによって制作された16点の彫
刻が展⽰されている。
アマサス古代遺跡
(Amathous Archaeological Site) 
レメソス・タウンセンターより11km東、

アマサス・ホテル近く。
キプロスの古代都市王国

の⼀つ。神話によると テセ
ウス はミノタウロスとの戦
いの後、⾝重のアリアドネーを
この地に置き去りにしたとさ
れる。遺跡の歴史はアルカイッ
ク、ローマ、キリスト教時代に

まで遡る。 

レメソス
(リマソール)地区
コロッシ城
(Kolossi Castle)
レメソスからパフォスに向かって⻄に14km。軍
事施設の好例。当初13世紀に建設され、その後15
世紀半ばに現在の姿に再建された。エルサレムの
聖ヨハネ騎⼠団の司令部、後年はテンプル騎⼠団
の司令部が置かれた。
クーリオン博物館
(Kourion Museum)
レメソスから⻄に14km、エピスコピ村のクーリ
オン古代遺跡の4km⼿前。遺跡からの出⼟品が古
い美しい家に展⽰されている。
クーリオン古代遺跡
(Kourion Archaeological Site)
レメソスからパフォスに向かって⻄に19km。古
代の重要な都市王国の⼀つでキプロス島有数の⾒
事な古代遺跡。BC2世紀に建てられたこの壮⼤な
ギリシャ･ローマ様式劇場は、現在も⾳楽や演劇に
利⽤されている。初期キリスト教時代、ユストリ
オスの館は公共のリクリエーション･センターとな
る。初期キリスト教バシリカ教会の歴史は5世紀
にまで遡る。アキレウスの館と剣闘⼠の館の床に

はいずれも美しいモザイクが敷き詰められ、ニン
ファエウムはローマ時代のエレガントな建造物で
ある。スタジアムの歴史は2世紀にまで遡る。 
アポロン神殿
(Sanctuary of Apollo Hylates)
クーリオンからパフォスに向かって⻄に3km。キ
プロス島で最も神聖な場所の⼀つとされている。
ストラボはクーリオン遺跡の先の岬について書き
記している。その岬でアポロの聖なる祭壇に触れ
た者はたちどころに海に投げ込まれたとされる。
この場所やクーリオンの街から⾒つかった数多く
の⽯版もこの史料を裏付ける内容となっている。
森の神アポロンは、クーリオンの守護神である。
アポロンはこの地でBC8世紀からAD4世紀まで信
仰されていた。神殿には沐浴場や巡礼者のための
集会所、体育館、聖域などもあったことが発掘調
査から明らかになっている。
クリスの⾕
(Kouris Valley)
レメソスから⾞で20分ほどのクリスの⾕には、12
世紀に建てられたパナイア・ティス・アマスグゥ
修道会の教会や、クカ村にあるティミオス・スタ
ヴロス教会、モナグリのアーカンゲロス教会など
ビザンチン様式の重要なモニュメントが多数存在
している。
聖⼆コラオス・猫の修道院
(Agios Nikolaos ton Gaton Convent)
レメソス近郊ガタ岬。恐らくはキプロス最古の修
道院。礼拝堂の歴史は14世紀にまで遡り、16世
紀に遺棄され、1980年初頭、東⽅正教会の修道
⼥らにより修復された。コンスタンティヌス⼤帝
の⺟、聖エレナにより建⽴される。聖エレナは聖
なる⼗字架の⼀部分をこの修道院に残した。キプ
ロスが深刻な旱魃に⾒舞われた時、この地にはヘ
ビが⼤量発⽣する。コンスタンティヌス⼤帝は司

令官カロケロスをキプロスに派遣。
カロケロスはヘビ根絶を⽬的として
岬に数千匹もの猫を放った。修道院
は今⽇、数百匹もの猫の棲家となっ
ている。
アクロティリ環境教育情報センター
(Akrotiri Environmental Educa-
tion 
and Information Centre)
アクロティリ村内。展⽰室、図書
館、映写室、展望室を備える。地域
の歴史、環境に関する教育プログラ
ムを学校に提供している。来館者は
アクロティリ半島の環境保護や地質
に関連する展⽰物を⾒たり、近くの
塩湖の美しい眺めを楽しむことがで
きる。

左から:コロッシ城、アヤナパ地区、アマサス遊歩道
レメソス (リマソール) 
LEMESOS (LIMASSOL)
お勧めスポット
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“わたしがキプロスに住みつけば、それが“わたしがキプロスに住みつけば、それが
すなわちわたしの国ということになるーーすなわちわたしの国ということになるーー
で、彼としては、わたしの目を通してキプで、彼としては、わたしの目を通してキプ
ロスを見ないわけにいかない。キプロスはロスを見ないわけにいかない。キプロスは
たちまちにして多くの女神や鉱泉に満ちあたちまちにして多くの女神や鉱泉に満ちあ
ふれた、豊饒な国になってしまった。そのふれた、豊饒な国になってしまった。その
ほか数々の古城や僧院、果物や穀物や青々ほか数々の古城や僧院、果物や穀物や青々
とした草原、それに大勢の司祭やジプシーとした草原、それに大勢の司祭やジプシー
や山賊.........”や山賊.........”

～ローレンス･ダレル 『にがいレモン』～ローレンス･ダレル 『にがいレモン』
幾野 宏 訳幾野 宏 訳



旅⾏者の殆どがキプロスで最初に⽬にするのが、キプロス第2の港で島最⼤の国際空港のあるここラルナカです。これほどまでに明るい陽射しに迎

えられる場所はどこを探してもありません。ラルナカでは美しい空の下に紺碧の海と砂浜が広がっています。

 ヨットや帆船が⽔平線のかなたにまで浮かび、⼊り江には椰⼦の並⽊道が続いています。

 ラルナカの国際的なブティックでのショッピングの合間に⽴ち寄るカフェでは、⽊陰でのんびりと雄⼤なるオーシャン･ビューを楽しめます。プロ

ムナードの端に⾒えるのは17世紀の要塞。中世博物館として公開されています。

そこから街の中⼼に向かうと、すぐにラルナカにとって、そして島にとっても最も⼤切な場所である聖ラザロス教会です。ラザロスはイエスにより

死から蘇った後、キティオンの主教として第⼆の⼈⽣を歩むことを決意します。聖ラザロスの遺体は教会の祭壇の真下、地下にある棺に納められてお

り拝むことができます。

旧約聖書の時代にはキティオンと呼ばれていたラルナカですが、各国の領事館が置かれた1700年代には商業の中⼼地として栄えました。

世界最古の街、その後も⼈が住み続けた街ラルナカは観光名所でいっぱいです。近くには18世紀の⽔道橋の他に、ラルナカ考古学博物館、ピエリー

デス博物館という⼆つの素晴らしい博物館があり、いずれも他では⾒られない島の芸術や⽂化の遺品を所蔵しています。

ラルナカからレメソスに向かう途中にある美しい村レフカラ。そこでは、500年前に村を訪れたレオナルド･ダ・ビンチのように、伝統⼿芸レフカラ

レースの美しさに魅了されること間違いなしです。
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          キプロスの⽞関⼝、聖ラザロスの地、

ラルナカ。海岸沿いの椰⼦の並⽊道を散策しよう。

ラルナカ
LARNAKA



ラルナカ考古学博物館
(Larnaka District 
Archaeological Mu-
seum)
新⽯器時代からローマ時代
にかけてのラルナカからの出
⼟品をコレクション。

ピエリーデス財団考古学博物館
(Pierides Foundation Archaeo-
logical Museum) 
個⼈によるキプロス・アンティークの⾒事な展
⽰。デメトリオス・ピエリーデス (1811-1895) 
が収集した作品をその後家族が充実させていっ
た。 
ラルナカ中世博物館 － ラルナカ要塞
(Larnaka Medieval Museum – Larnaka 
Fort) 
ラルナカの海岸沿い。1625年建⽴。英国⽀配下で
は監獄として使⽤されていた要塞で、中世博物館
として公開されている。夏季にはイベントスペー
スとして利⽤されている

アイオス・ラザロス教会（聖ラザロス）
(Agios Lazaros Church (Saint Lazarus)) 
聖ラザロスはラルナカの守護聖⼈。キリストによ
って復活した後、さらに30年を⽣きた。聖バルナ
バスと聖マルコによりキティオン主教の位を授か
る。9世紀に建⽴されたこの教会は17世紀に忠実
に復元された。そのイコノスタスは優れたバロッ
ク式⽊彫り作品となっている。 
キティオン古代遺跡
(Kition Archaeological Site) 
ラルナカ考古学博物館から約500m北⻄。最
も重要な古代都市王国の⼀つで、その遺構
の歴史はBC13世紀にまで遡る。BC1200年
頃、ミケーネ系ギリシャ⼈らにより再建され
る。発掘により巨⼤な岩でできた壁と5つの
神殿からなる複合施設があったことが明らか
になった。 
ケビル (ビュユック) モスク
(The Kebir (Buyuk) Mosque)                    
ラルナカ要塞の反対側。恐らくはオスマント
ルコによりキプロスで初めて建⽴されたモス
ク。当初は聖13〜14世紀に聖カテリーナを
祭るカトリック教会だったが、後にモスクに
改修された。

ラルナカ地区 
カマレス⽔道橋
(Kamares Aqueduct) 
ラルナカ-レメソス道沿いカマレス地区。18世
紀の美しい⽔道橋。1930年まで実際に使⽤さ

れていた。

ハラ・スルタン・テケ/塩湖
(Hala Sultan Tekke – Salt 
Lake) 

ラルナカから5km⻄、キティに
向かう通り沿い、ラルナカ空港。

のすぐとなり。預⾔者ムハンマドの近
親者ウム・ハラムの墓の上に1816年建

設された。イスラム教徒の巡礼者にとっては、メ
ッカ、メディナの神殿、エルサレムのアル・アク
サ・モスクに次ぐ重要なモスク。
塩湖
(Salt Lake)                                                    
ラルナカ塩湖は⽔⿃にとってヨーロッパにおける
最も重要な⾶来地の⼀つ。冬になるとフラミンゴ
や 野⽣のカモなどたくさんの渡り⿃がやってく
る。塩湖と近郊のモスクには新⽯器時代から⼈が
住んでいたことが発掘調査によって明らかになっ
た。湖の⼟⼿に沿って築かれた⾃然の遊歩道は「
アフロディーテ・コース」につながっている。

アンゲロクティスティ教会
(Angeloktisti Church) 
キティ村、ラルナカより7km⻄。アンゲロクティ
スティとは「⼤天使が建てた」の意。このビザン
チン様式の教会は、11世紀、初期キリスト教時代
のバジリカ教会の廃墟の跡に建⽴された。ラベン
ナ・モザイクにも匹敵するとされる、2⼈の⼤天
使の間に聖マリアと御⼦が描かれた6世紀の貴重
なモザイクが、建⽴当初のアプス (教会の祭壇後
部) と共に今も残っている。

ロイヤル礼拝堂
(Chapelle Royale)
レフコシアから35km南、ラルナカから32kmの
ビルガ村。リュジニャン家のジェームズ王により
1421年建⽴。ジェームズとその妻シャルロ・ド
ゥ・ブルボンの肖像画が残る。
スタヴロヴーニ修道院
(Stavrovouni Monastery)
レフコシア- レメソス道から9km、ラルナカから
40km先。岩の頂に建っている。スタヴロヴーニと
は「⼗字架の⼭」の意。伝説によればコンスタン
ティヌス⼤帝の⺟、聖エレナが4世紀に建⽴し、聖
なる⼗字架の破⽚を奉納したとされる。⼥⼈禁制だ
が、男性は出⼊り⾃由。聖なる⼗字架が掲げられる
9⽉14⽇には、⾒事な式典と祝賀の儀が執り⾏われ
る。スタヴロヴーニ丘陵のふもとの 聖バルバラ修
道院には容易に⾏くことができる。。ここの修道⼠
はイコン制作で⾼い評価を受けている。

ヒロキティア新⽯器時代集落遺跡
(Choirokoitia Neolithic Settlement)
レフコシアから南に48km、レフコシア-レメソス
道脇、ラルナカから32km先。BC7000年にまで
遡る新⽯器時代の集落跡。発掘調査から世界有数
の新⽯器⽂化が存在したことが明らかになった。
防御壁や円形家屋の基礎、墓、⽯器などが多数出
⼟。

カラバソス/テンタ
(Kalavasos-Tenta)
ラルナカから40km先、レフコシア-レメソス道脇
2.5km。カラバソス村近郊のテンタはキプロスで

最も重要な新⽯器時代集落跡の⼀つ。

レフカラ
(Lefkara)
スカリヌ村から8km先、レフコシア-レメソ
ス道脇、ラルナカから40km先。” レフカリ
ティカ”と呼ばれる伝統レース⼿芸と銀細⼯
で有名な絵のように美しい村。伝説によれ
ば、レオナルド･ダ・ビンチはこの村を訪れ
ている。パツァロスの美しい家々の中に、レ
フカラ レースと銀細⼯博物館が存在してい
る。カトレフカラ内にあるアーカンゲロス・
ミカエル教会はドーム型で、12世紀後半の
作品を所蔵。パノレフカラには、13世紀から
18世紀にかけての美しい⼯芸品の残る聖⼗字
架教会がある。レフカラのレース⼿芸(レフ
カリティカ) は2009年、UNESCOの無形⽂
化遺産に登録された。
アイオス・ミナス尼僧院
(Agios Minas Convent)
レフカラ近郊。回廊中央に教会のある15世
紀の修道院。尼僧が勤めの合間にイコンを制
作している。

13

左から:フォインクデス遊歩道、マリーナ、ハラ・スルタン・テケそばの塩湖

LARNAKA

LEFKOSIA
(Nicosia)

LEMESOS
(Limassol)

PAFOS
(Kato Pafos)

TROODOS

AMMOCHOSTOS
Region

“プラトンのいわゆる“神の幾何学”“プラトンのいわゆる“神の幾何学”
を思い出させるような絶景のなかを通を思い出させるような絶景のなかを通
ってラルナカへ行く。あちこちに低いってラルナカへ行く。あちこちに低い
丘。ほとんど完全な円錐形で頂上の平丘。ほとんど完全な円錐形で頂上の平
らなそのかっこうは、彫刻家のアトリらなそのかっこうは、彫刻家のアトリ
エにあるユークリッド的オブジェといエにあるユークリッド的オブジェとい
ったところだ。風蝕作用？　しかし頂ったところだ。風蝕作用？　しかし頂
上の平らなその幾何学的な丘は、人の上の平らなその幾何学的な丘は、人の
手で作った盛り塚のようにもみえる。手で作った盛り塚のようにもみえる。
尻尾のふとい羊の群れや、まだらな牧尻尾のふとい羊の群れや、まだらな牧
草地や、ここかしこに見えるラクダの草地や、ここかしこに見えるラクダの
列、棕櫚の木、そうした眺めの続く谷列、棕櫚の木、そうした眺めの続く谷
間。聖書と、アナトリアと、ギリシャ間。聖書と、アナトリアと、ギリシャ
ーーそれらの香気のふしぎな混合。”ーーそれらの香気のふしぎな混合。”

www.v i s i t cyp rus . com
～ローレンス･ダレル 『にがいレモン』～ローレンス･ダレル 『にがいレモン』

幾野 宏 訳幾野 宏 訳

ラルナカ(LARNAKA)
お勧めスポット



古代の神々や英雄、神殿、墓所、そして⼥神たちが⽇々の暮らしを織りなしている別世界。パフォスは、愛と美の⼥神アフロディーテが、海辺に打

ち寄せる波間から姿を現した聖地です。ペトラ・トゥ・ロミウまたはアフロディーテの岩と呼ばれる巨岩が⽬印となっているアフロディーテ誕⽣の地

は古代アフロディーテ信仰の巡礼地でした。。古代ギリシャ時代、かつてのポリスやラッチでは、アフロディーテの泉からの湧⽔が⼈々のロマンを掻

き⽴てる舞台装置となっていたことでしょう。アフロディーテの存在は多くの神々や⼈々を引き寄せずにはおきませんでした。

ディオニソスやオルフェウス、エイオン、テセウスの館には、3世紀から5世紀につくられた⾒事なモザイクが数世紀にわたって⼿つかずの状態のま

までした。その優雅なラインと微妙な⾊合いは⾒る者の⼼を揺さぶるに違いありません。すぐそばにある⽯作りの⼩さな円形劇場跡オデオンでは、い

までも古代のように野外コンサートが開かれています。

パフォスでは考古学上の発⾒が今も続いており、キプロスにおける⽂明のルーツを辿る上で中⼼的存在となっています。発掘された⼯芸品や名作を

⼀⽬⾒るなら、パフォス考古学博物館を訪ねるとよいでしょう。

それ以降の時代もしっかりその⾜跡を刻んでいます。カトパフォスの王族の墓は、プトレマイオス王朝貴族の墓ですが、広⼤な⽯彫リの地下墳墓で

ハニカム構造になっています。その近くには、聖パウロがキリスト教を布教したために縛り付けられ、むち打ちの刑に処されたという⾔い伝えの残る

柱が天に向かって⽴っています。クリソロイアティッサ修道院はAD12世紀に建てられ、”⻩⾦のザクロの聖⺟マリア”が捧げられています。近郊のア

イオス・ネオフィトス修道院には世界で最も美しいビザンチン様式のフレスコ画とイコン数点が収められており、敷地内にあるビザンチン博物館を訪

れるのも興味深いです。

美しいパフォス港に軒を並べるタベルナでは、新鮮な⿂料理、冷たい飲み物や温かいキプロスコーヒを楽しみましょう。。ホテルは様々のタイプが

ありますので予算や好みに応じて選び、歴史の町パフォスを堪能しましょう。
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Pafos Castle

古くからの伝統と習慣が息づく

アフロディーテの街

パフォス
PAFOS



パフォス考古学博物館
(Pafos District 
Archaeological Museum)
新⽯器時代からAD1700年
にかけてのキプロス古代の
魅⼒的なコレクション

⺠族学博物館
(Ethnographical Mu-
seum) 
Exo Vrysis 1。新⽯器時代か
ら現在にかけてのコレクション

アヤ・ソロモニ教会
(Agia Solomoni Church)
カトパフォス、。元々は12世紀のフレスコ画が飾
られたキリスト教の地下墓地。病を治すという⽊
が信仰されていた。

カトパフォス古代公園
(ΚATO PAFOS ARCHAEOLOGICAL PARK)
カトパフォス、港の近く。先史時代から中世にか
けての遺跡や記念碑が多数存在している。その多
くはローマ時代のもの。ローマ時代の4つの館の
床に敷き詰められた⾒事なモザイクが古代公園の
中⼼部をなしている。この部分には、アスクレピ
オンやオデオン、アゴラ、”サランタ・コロネス” 
(40の⽯柱) 要塞、初期キリスト教時代のバジリカ
である”リモニエティッサ”遺跡、”王族の墓”など
他の重要な遺跡も存在する。

パフォス・モザイク
(Pafos Mosaics)
ディオニソス、テセウス、エイオン、オルフェウ
スという4つの館の床に敷き詰められたモザイクは
AD2世紀から5世紀にまで遡る。
1962年、農夫によって貴族の館跡の⼀部が偶然発
⾒された。東地中海地域では最も⾒事なモザイク
とされる。ギリシャ神話を題材とするこれらの作
品はモザイク画の傑作でディオニソスの館にはワ
インの神が、テセウスの館にはミノタウロスに向
かってこん棒を構える古代ギリシャ神話の英雄が
描かれている。
王族の墓
(Tombs of the Kings)
カトパフォス。BC4世紀のこの地下墳墓は固い岩
を彫って作られたもので、⼀部の⽀柱にはドリス
式の装飾が施されている。その壮麗さから遺跡に
はその地名が名づけられた。
パフォス・オデオン
(Pafos Odeon)
カトパフォス。 2世紀のオデオン (劇場)。夏場に
は⾳楽や劇場として使⽤される。近くに古代
都市の城壁やローマ時代のアゴラ が残る。

サランタ・コロネス
(Saranta Kolones)                                    
カトパフォス。港近く。13世紀、ビザン
チン時代の城跡にリュジニャン家により建
⽴。1222年の地震で倒壊。

パフォス中世城
(Pafos Medieval Fort)
カトパフォス港。ビザンチン時代の城砦。リ
ュジニャン家により再建。1570年、ヴェネ

チア⼈らにより取り壊さ
れ、16世紀再建。

パナイア・クリソポリティッ
サ教会
(Panagia Chrysopolitissa)
教会/聖パウロの柱、カトパフ

ォス。島で最⼤の初期ビザンチ
ン様式のバジリカの廃墟跡に13世

紀建⽴。「聖パウロの柱」を参照。伝説によ
ると、ローマ総督セルギオ・パウロがキリス

ト教に改宗する以前、聖パウロがこの場所でむち
打ちの刑に処されたとされる。

パフォス市⽴アートギャラリー
Gladstonos 7。地元アーティストの作品を展⽰。

パフォス地区
イエロスキプ⺠芸博物館
(Ge roskipou Folk Art Museum) 
パフォスから3m東、イェロスキプ村。アフロデ
ィーテの聖なる庭に因んで命名された。美しい”ハ
ジスミスの館”に⺠芸品、⼯芸品を展⽰。
ビザンチン博物館
(Byzantine Museum)
イェロスキプ広場。7世紀から18世紀にかけての
イコン

アヤ・パラスケヴィ教会
(Agia Paraskevi Church)
パフォスから3m東、イェロスキプ村。ビザンチ
ン様式の教会。バジリカの上にそびえる5つのド
ームが⼗字架を形作っている。内部には15世紀の
美しい壁画が描かれている。 
アフロディーテ神殿・パレアパフォス博物館
(Sanctuary of Aphrodite Palaipafos Mu-
seum)
 パフォスから14km東、a村パレアパフォス、ク
クリア村。BC12世紀アフロディーテ神殿跡。パ
フォスは古代ギリシャ時代、巡礼の地として栄
えた。

ペトラ・トゥ・ロミウ (アフロディーテの岩)
(Petra Tou Romiou (Aphroditeʼs Rock)) 
アフロディーテ誕⽣伝説の海岸。パフォスから
25km東。愛と美の⼥神、アフロディーテは⽬を
⾒張るほど美しいこの地で波間から誕⽣したと伝
説には書き記されている。

レンバ古代遺跡
(Lempa Archaeological Site)
パフォスから5km先。レンバでは村による発掘

作業で銅器時代の重要な集落が⾒つかっている。
遺跡の近くには近年、2棟のレプリカが建設され
た。

ぺギア村
(Pegeia Village)
パフォスから19km北⻄ ⽯畳の広場にあるぺギア
の泉が有名。村から4.5㎞のところには床モザイ
クの初期キリスト教時代のアイオス・ゲオルギオ
ス聖堂がある。

アイオス・ネオフィトス修道院
(Agios Neofytos Monastery)
パフォスから北へ9km。キプロスの隠修⼠で作家
のネオフィトスにより12世紀末設⽴。⼭を切り出
した囲いを意味する”エグレイストラ”には、12世
紀から15世紀のビザンチン様式の⾒事なフレスコ
画が描かれている。修道院の教会にある教会博物
館を訪ねてみるのも⾯⽩い。

クリソロイアティッサ修道院
(Chrysorrogiatissa Monastery)
パフォスから40km北東。12世紀に初めて設⽴さ
れ、”⻩⾦のザクロの聖マリア”が祀られている。
現在の建物の歴史は1770年に遡り、重要なイコン
と⽂化財が所蔵されている。

パノパナイア村
(Pano Panagia Village) 
トロードスの⻄側、クリソロイアティッサ修道院
から1.5km。初代キプロス⼤統領⼤主教マカリオ
ス三世の出⽣地。マカリオスの⽣家は現在博物館
に改修されている。

ポリス
(Polis)
パフォスから37km北。ポリスはかつて古代都市
王国マリオンが栄えていた場所。。美しい⾵⼟と
透明なビーチ、息を飲むような景⾊から、多くの
⼈が訪れる魅⼒的なリゾート地となっている。

ポリス考古学博物館 マリオン/アルシノエ
(Polis Archaeological Museum Marion / 
Arsinoe)
古代都市王国マリオン/アルシノエが栄えたこの地
域で発⾒された遺物の興味深いコレクションを所
蔵。本博物館はアフロディーテ⽂化ルートの中継
点にもなっている。

アフロディーテの泉
(Baths of Aphrodite) 
アカマス半島、ポリスの近く、パフォスより北へ
48km。⼥神アフロディーテがいちじくの⽊でさ
えぎられた天然の洞窟の中の泉で優雅に⽔浴びを

楽しんだとの⾔い伝えが残る場所は、現在
も実際に訪れることができる。恋⼈アドニ
スと初めて出会ったのがこの場所。アカマ
スから続く⾃然散策路を進んで⾏くと古代
から変わらない絶景が広がる。
ミケーネ殖⺠博物館
(Museum of Mycenaean Colonisation 
of Cyprus)
マア・パレオカストロ（コーラルベイ地
域） 

左から:コーラル･ビーチ、マリンスポーツ、王族の墓パフォス(PAFOS)お勧めスポット
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“キプロスの夜明けと日没とは忘れられ“キプロスの夜明けと日没とは忘れられ
ないものでーーこれこそ比類のないものないものでーーこれこそ比類のないもの
だとわたしがいつも思っていたロードスだとわたしがいつも思っていたロードス
島の、そのゆったりとした荘厳さがティ島の、そのゆったりとした荘厳さがティ
ベリアスを思わせるような夜明けや日没ベリアスを思わせるような夜明けや日没
よりも、もっと美しいくらいだ。”よりも、もっと美しいくらいだ。”

～ローレンス･ダレル 『にがいレモン』～ローレンス･ダレル 『にがいレモン』
幾野 宏 訳幾野 宏 訳



太陽の⽇差しに輝き、杉や松の⽊々が茂る緑のトロードス⼭地は地中海の海辺とはまるで違った⾵景です。⾸都レフコシアや商都レメソスのにぎ

やかな街からはそれぞれ⾞でたった1時間の距離にあります。キプロスの最⾼地点、標⾼1950m（6400フィート）の頂を抱えるトロードスは、海と

空とをつなぐところ、トロードスならではの⾒どころ満載です。

トロードスのリゾートをマウンテンバイク、ハイキング、バードウォッチングや⾃然散策で楽しむなら、カコペトリア、プラトレス、アグロスな

どの村々。キプロス固有の植物や動物観察⽤の標識が設けられていて、⼭の頂からはまるでレースのように美しい杉林の向こうに⻘い海景⾊が望めま

す。キプロス固有の⽑深い野⽣ヒツジ、ムフロンやアグリノが草を⾷む姿を間近に⾒られることもあるでしょう。レモンやオレンジの⾹りが清々しい

⼭の空気。この⾃然の美しさは⼭を⼤切にすることで永久に約束されるのです。

 旅の途中に⽴ち寄る村々では、⼭⽺のチーズ、新鮮なチェリー、ローズウォーターなど、それぞれの村の名産品でもてなしてくれることでしょ

う。でももちろんここもキプロスですから、歴史や⽂化から離れてしまうことはありません。トロードス⼭域に数多くあるビザンチン時代の教会のう

ち10箇所がユネスコ世界⽂化遺産に登録されています。その他にも有名なキコス修道院やマカイラス修道院のイコンや壁画、そして建物は素晴らし

く、ぜひ訪ねたい場所です。
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Caledonia Falls

           松の⾹り漂う森をウォーキング、
そしてビザンチン様式の教会と絵のように
美しい村々を探索

トロードス
TROODOS



トロードス環境情報センター
(Troodos Square Environmental Informa-
tion Centre)
トロードス広場 (Plateia) から200m⻄に位置す
る。、⾃然環境分野ではキプロス最初の施設でト
ロードス国⽴公園に関する情報を提供し
ている。

トロードス・ジオパーク
(Troodos Geopark)
トロードス･ジオパーク・ビ
ジター･センターは、歴史的
に重要な旧アスベスト鉱⼭ (ア
ミアントス鉱⼭) 跡地に建てられ
た。植物園もあり、地域の植物に関
する情報を提供している。、固有種の種苗セ
ンターとしても機能している他、かつて栄えてい
たこの地域や当時の採鉱作業に関する⼤量の資料
を保管している。

キプロス鉄道博物館
(Cyprus Railways Museum)
トロードス⼭域エヴリフ村ににあった鉄道駅施設
を利⽤した博物館。館内にはキプロスの鉄道に関
するオリジナル資料、絵画、写真などが展⽰され
ている。

プラトレス・リゾート
(Platres Resort)                                             
プラトレス村は避暑地として⼈気でスタイリッシ
ュなマウンテン･リゾート。。ユネスコ世界遺産に
登録されたビザンチン様式の教会も存在する。

ユネスコ世界遺産のビザンチン教会
(UNESCO BYZANTINE CHURCHES) 
スタヴロス・トゥ・アヤスマティ
(Stavros tou Agiasmati)
プラタニスタザ村、アグロスから15km、レフコ
シアから30km。古く魅⼒的なプラタニスタザ村
から3km。教会には、15世紀後半に描かれた⼀連
の壁画がほぼ完全な形で残っている。

パナイア・トゥ・アラカ
(Panagia tou Araka)
ラグデラ村はアグロスから15km、トロー
ドス-レメソス道 (Karvounas交差路) 脇に
位置する。村のすぐ外にある12世紀の教会
には⾒事なフレスコ画が残っている。アシ
ヌ教会やアイオス・⼆コラオス・ティス・
ステギスの教会と共に貴重なビザンチン様
式の教会と考えられている。

アイオス・⼆コラオス・ティス・ステギス
(Agios Nikolaos tis Stegis)
カコペトリア村。村から北へ5km。11世紀
から17世紀にかけて描かれた壁画に埋め尽
くされ、最も興味深いビザンチン様式の教
会のひとつと考えられている。

ティミオス・スタヴロス
(Timios Stavros)

ペレンドリ村、カトアミアントスから3km下った
ところ、レメソスから32km先。かつてはリュジ
ニャン家キプロス王ヒュー4世の息⼦、ジャン・
ド・リュジニャンの領地だった。美しい壁画が特

徴で、14世紀に建てら
れたティミオス・スタヴ
ロス (聖⼗字架) と、村
の中⼼部に位置するパナ

イア・カソリキという⼆つの
興味深い教会が存在する。

アシヌ教会
(Asinou Church)

ニキタリ村から5km脇、カコペトリ
ア村から北へ約20km。聖マリアを祀る12

世紀前半の教会で、12世紀以降のフレスコ画
を所蔵。とても重要なビザンチン芸術作品である
アイオス・イオアニス・ランパディスティス教会

アイオス・イオアニス・ランパディスティス教会
(Agios Ioannis Lampadistis Church)
カロパナイオティス村。13世紀から15世紀のフレ
スコ画を所蔵する。この教会は⼆つの教会と⼀つ
のチャペルからなる複合施設となっている。10⽉
4⽇の聖ヨハネの⽇には渓⾕最⼤の宗教的バザーが
この地で開かれる。村には硫⻩鉱泉がある。

パナイア・トゥ・ムトゥラ
(Panagia tou Moutoulla.)
⼭をさらに1kmほど登って⾏くった所にあるのが
ムトゥラス村。傾斜のきつい⽊造天井構造のパナ
イア・トゥ・ムトゥラという13世紀の⼩さなチャ
ペルには、1280年に作成されたフレスコ画が収め
られている。参拝者は隣接する家屋からチャペル
の鍵を借りられる。 ムトゥラ村では伝統⼯芸の
⽊彫りの鉢が継承されている。

アルカンゲロス・ミカイル
(Archangelos Michail, Pedoulas village)
ペドゥラス村のふもとにある壁画教会、その歴史
は1474年にまで遡る。

パナイア・ポディトウ
(Panagia Podithou, Galata  village)
パナイア・ポディトウ教会は元々は修道院の教会
だった。1502年建⽴。イタリア・ビザンチンスタ
イルの壁画が美しい。
救世主の変容教会 (メタモルフォシス・トゥ・ソ
ティロス)
(The Church of the Transfi guration of the 
Saviour (Metamorfosis tou Sotiros))
村を⾒渡す丘の上にひっそりと佇む16世紀初めの
教会。内部には後期ビザンチン時代の壁画が描か
れている。

キコス修道院と宝物館
(Kykko Monastery and Museum)
ペドゥラス村から⻄へ20km。キプロス最⼤の修
道院。1100年建⽴。。、付属の宝物館にはイコン
や写本、法⾐、教会装飾品などキプロス・アンテ
ィークとしても⾮常に貴重なコレクションを所蔵
している。

オモドス村
(Omodos Village)
プラトレス村から11km南⻄。ワイン産地。かつ
てはガリラヤ公ジョン・ド・ブリー卿の領地であ
った⽯畳の広場のすぐ横には聖⼗字架スタブロス
修道院。

フォイニ村
(Foini Village)
リマソールから44km北⻄ 素焼きの壺作りと郷
⼟菓⼦ルクミが有名。ピラヴァケイオン博物館で
は壺など伝統⺠芸品が展⽰されている。

コイラニ村
(Koilani Village)
ペラ・ペデから1.5km南⻄。 村のアヤ・マヴリ
教会は12世紀の典型的な教会建築で単独ドーム天
井が特徴的。 
アグロス村
(Agros Village)
ピツイリア地区の中⼼で美しい渓⾕美、乾いた気
候だが湧⽔が有名。⾹り⾼いローズウォーターや

ヒロメリ（燻製ハム）、ルカニカ（スパイ
スの効いたキプロスソーセージ）など伝統
⾷品を⽣産している。

左から:トロードス⼭域、ハイキング、カコペトリア村トロードス(TROODOS)
お勧めスポット
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“プラトレスではナイチンゲールが君を“プラトレスではナイチンゲールが君を
眠らせてはくれないだろう。鳥の悲しい眠らせてはくれないだろう。鳥の悲しい
鳴き声が海に囲まれたこのキプロスの地鳴き声が海に囲まれたこのキプロスの地
でわたしに祖国を思い出させる。あの寓でわたしに祖国を思い出させる。あの寓
話のことがいつも心にひっかかってい話のことがいつも心にひっかかってい
た。もしこれが本当に寓話なら。もし人た。もしこれが本当に寓話なら。もし人
間が神々の古いたくらみをもう二度と受間が神々の古いたくらみをもう二度と受
け容れることがないのであれば。もしこけ容れることがないのであれば。もしこ
れが真実なのであれば”れが真実なのであれば”

～イオルゴス・セフェリス～イオルゴス・セフェリス
 (ノーベル賞詩人) 『ヘレネ』より (ノーベル賞詩人) 『ヘレネ』より



ゴールデンサンドの輝くビーチと太陽を求める世界中からの旅⾏者で賑わうアモホストス（ファマグスタ）は、肥沃な⾚⼟の⼟地でキプロス農業の

中⼼地でもあります。伝統的な⾵⾞が並び、現代的な⽔路が⼟地を潤しています。

かつて⼩さな漁村だったアヤナパは、今では地中海有数の活気あふれるリゾートです。ネオンの⾊鮮やかなカラフルな商店やタベルナ、ナイトクラ

ブなどがすっかり有名になりましたが、16世紀のヴェネチア時代の修道院など歴史的な⾒どころもあります。

三⽇⽉形の港には漁船が幾艘も並びます。朝釣り上げた新鮮な⿂がその⽇のうちに⾷べられる、漁港近くのレストランやタベルナでの⾷事もアヤナ

パの楽しみのひとつです。

スキューバダイビング、⽔上スキー、パラグライダーなどマリンスポーツだったらアヤナパ。海のすべてを楽しむために⼈々はキプロスの南東海岸

にやってくるのです。

ごつごつした岩と穏やかな⼊り江とが続く海岸線をケープグレコに向かって散策し、⾔葉にならないほど美しい⼣⽇を眺めてみる、また、伝統かご

細⼯で有名な集落リオペトリやソティラ村の⼩さな教会（15〜16世紀）を訪ねてみるのもよいでしょう。

太陽に輝くまばゆいばかりの砂浜がプロタラスから少し⻄の町パラリムニにかけて続きます。まるで⽩く洗われたようなパラリムニの町。テラスの

あるタベルナの焼き⿂はとてもジューシー。現代的なリゾートホテルの並ぶ街から数マイル離れただけで、きっとゆったりした時間の流れを感じるこ

とができるでしょう。
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Nissi Beach, Agia Napa

島の南東海岸は紺碧の海と広がる砂浜

アモホストス
AMMOCHOSTOS



アヤナパ
(Agia Napa) 
かつての漁村が現在では⼀⼤観光
リゾート地に。村の中央には”森
の聖⼥”を祀る中世の魅⼒的な修
道院が建つ。16世紀に建てられ
た教会は地中に埋まっている部分
もあれば、岩をくり抜いて造られて
いる部分も。南⾨正⾯のプラタナスは
樹齢600年を超えると⾒られる。海洋⽣物
博物館もおススメ。
1. アヤナパ修道院
(Agia Napa Monastery)
アヤナパの中⼼部には、‟森の聖⼥‴を祀る中世の堂
々たる修道院が⾼い壁に囲まれて建つ。16世紀に
建てられたこの教会は、地中に埋まっている部分
もあれば、岩をくり抜いて造られている部分も。
教会の南⾨正⾯には樹齢600年を超えると思われる
プラタナスの⽊が今も成⻑を続けている。
2. 「サラッサ」アヤナパ市⽴博物館
(“Thalassa” Agia Napa Municipal Museum)
「サラッサ」市⽴博物館の主旨は島の歴史におけ
る海の重要性と影響⼒を来館者に提⽰することに
ある。古代から現代に⾄るまでが時系列に展⽰さ
れている。
3. アヤナパ⽔道橋
(Agia Napa Aqueduct)
ローマ時代に建設され、フランク王国時
代に改築される。⽔道橋の主な⽬的は周
辺の⽔源から地元の修道院への⽔の供給
にあった。
4. マクロニソス古代遺跡
(Makronissos Archaeological Site)
古代ギリシャ・ローマ時代の地下墳墓。
墓室が19室ある。
アヤナパ彫刻の広場
(Agia   Napa   Sculpture   Park)
海を⾒渡す⼩⾼い丘の、地中海性植物や
サボテン、多⾁植物などが育つ公園に、
世界中のアーティスト50⼈以上の彫刻作
品が集められ、展⽰されている。ケープ
グレコ通りとクリヌ・ネル通りとが交差
するところにある。
パラリムニ
(Paralimni)
1974年のトルコ軍によるアモホストス占
領以来、この⼩さな町が臨時地区⾏政の
中⼼となっている。の聖マリア (パナイ

ア) を祀る双廊ドーム教
会は18世紀の珍しい磁
器の⽫で装飾されてい
る。 教会の⼀部は13
世紀の建物でささやか
なキリスト教博物館と
なっている。

デリニア村
(Deryneia Village)
15世紀から17世紀に建てられた3つの興味深い教
会がある。この村からは現在トルコ軍に占領され
ているアモホストスの”ゴースト・シティー”が⾒
渡せる。
ソティラ村
(Sotira Village)
12世紀に建⽴、16世紀に再建されたアイオス・マ
マス教会。現在⼀部が廃墟となっているが現存す
るフレスコ画の⼤半は当時のもの。⻄へ約15km
⾏った所には初期キリスト教バジリカであるアイ
オス・ゲオルギオス教会がある。
フェナロス村
(Frenaros Village)
⼩さなビザンチン教会がいくつかある。アイオ
ス・アンドロニコス教会とアルカンゲロス・ミカ
イル教会の歴史は12世紀に遡る。アヤマリナ教

会には複数の画家による興味深いフレスコ画が
ある。
リオペトリ村
(Liopetri Village)
聖マリアを祀る16世紀の教会と、⼋⾓形のドーム
と壁画を有するアイオス・アンドロニコスという
15世紀の教会がある。いまでも伝統的な籠作りが
⾒られる。
ポタモス・リオペトリ
(Potamos Liopetriou)
絵画のように美しい漁村。近くにはヴェネチア時
代の。⾒晴らし台が残っている。フランスの詩⼈
アルトゥール・ランボーは1880年代、この地⽅で
働いていた。
アヴグル村
(Avgorou Village)                                      
ビザンチン時代から後期・ビザンチン時代にかけ
ての教会が数多く残っている。主な教会は聖ペト
ロと聖パウロを祀る。教会内には17世紀の両⾯イ
コン2点が存在する。他にはアイオス・ゲオルギ
オスのチャペルやアイオス・ゲオルギオス・テラ
コイティスの教会など。
1. 教会博物館
アヴグル村。古いチャペルを博物館に改築。キリ

スト教⼯芸と15世紀に作成されたキリ
ストのイコンなど⼩規模ながら重要な作
品を所蔵
2. ⺠族学博物館
古い2階建ての建物の中にアヴグル村⺠
族学博物館がある。その展⽰品は何世代
にも渡るこの地⽅の⼈々の暮らしを描き
出している。
ジロファグゥ村
(Xylofagou Village)
村の教会であるアイオス・ゲオルギオス
の建⽴・装飾が⾏われたのは15世紀後
半。1770年に新たなイコノスタシスが完
成し、教会はその後、修道院となる。受
胎告知とキリスト降誕が教会の最も⼤切
な壁画である。
ケープグレコ国⽴公園
(Cape Greko National Park)
ここにはアフロディーテを祭る神殿があ
ったと伝えられている。 ケープグレコ
国⽴公園は勇壮な断崖の景観が特徴の⾃
然の美しい地域である。⾃然遊歩道はア
フロディーテカルチャールートにつなが
っている。
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LARNAKA

LEFKOSIA
(Nicosia)

LEMESOS
(Limassol)

PAFOS
(Kato Pafos)

TROODOS

AMMOCHOSTOS
Region

左から:アヤナパ･ビーチ、タートル･ロックからのダイビング、ケープグレコ
アモホストス(プロタラス〜アヤナパ)   
AMMOCHOSTOS (PROTARAS - AGIA NAPA)
お勧めスポット

“キプロスでわたしは、忘れられた歴史の“キプロスでわたしは、忘れられた歴史の
なかからよみがえってきて現在に光を投げなかからよみがえってきて現在に光を投げ
かけるこうした事跡に、さらにつぎつぎとかけるこうした事跡に、さらにつぎつぎと
出くわした。ハルーン・アル・ラシッド、出くわした。ハルーン・アル・ラシッド、
アレクサンダー、獅子心王リチャード、とアレクサンダー、獅子心王リチャード、と
いった侵略者たち、カテリーナ・コルナーいった侵略者たち、カテリーナ・コルナー
ロとか、ヘレン・パレオロガスとかいったロとか、ヘレン・パレオロガスとかいった
女たち……東レヴァントの水たまりに浮か女たち……東レヴァントの水たまりに浮か
んだちっぽけな島の上に寄り集まって、そんだちっぽけな島の上に寄り集まって、そ
の歴史を動かし、照らし出し、それに重要の歴史を動かし、照らし出し、それに重要
性と深い焦点を与えた、いくつもの相異な性と深い焦点を与えた、いくつもの相異な
る宿命。”る宿命。”

～「にがいレモン」ロレンス・ダレル～「にがいレモン」ロレンス・ダレル

幾野 宏 訳幾野 宏 訳



1⽇⽬ － レフコシア
午前: キプロス⼿⼯芸センター、キプロス考
古学博物館、ビザンチン博物館、アートギャ
ラリー、聖ヨハネ・カセドラルを訪ねる。
旧市街ライキ・イトニアで昼⾷。古い⺠家や
建物を改築したカフェやタベルナ、みやげも
の屋、ギャラリーなどがあります。
午後: ハジゲオルガキス・コルネシオス⺠族
学博物館、ニコシア市⽴レヴェンティス博
物館。

2⽇⽬ － レメソス
午前: 13世紀のコロッシ城、重要な古代王国
のひとつクーリオンの遺跡とアポロン神殿。
午後: レメソス中世城、アマサス古代遺跡。

3⽇⽬ – パフォス
パフォス郊外: アフロディーテ誕⽣伝説の
地、”ペトラ・トゥ・ロミウ”を訪ねる。
パフォス市内: 王族の墓、モザイクの美しい
エイオン/ディオニソス/テセウスの館がある
パフォス古代公園。パフォス港で昼⾷、午
後はパフォス城と聖パウロの柱へ。パフォ
スは街全体がユネスコ世界遺産に登録され
ている。

4⽇⽬ － パフォス
午前: ぺギア村のアイオス・ネオフィトス修
道院を、海⽔に浸⾷された断崖洞窟のアイオ
ス・ゲオルギオス。
昼⾷はラッチ村のシーサイド・レストランで
新鮮な⿂料理を堪能。
午後: アフロディーテの泉を訪ねた後はアカ
マス半島の⾃然。散策路をハイキング。

5⽇⽬ － ラルナカ
午前: 聖ラザロス教会、ピエリーデス博物
館、キティオン古代王国遺跡。椰⼦の並⽊通
りで昼⾷。
午後: ユネスコ世界遺産のヒロキティア新⽯
器時代集落遺跡、伝統⼿芸レフカラレースで
有名なレフカラ村。

6⽇⽬ － トロードス⼭域
午前: キプロス最⼤で荘厳な修道院キコスと
付属宝物館。ペドゥラス村での昼⾷後、、ユ
ネスコ世界遺産に登録されたビザンチン教会
アルカンゲロス・ミカイルへ。
午後: ユネスコ世界遺産登録の重要な教会を
もう⼀か所、・カコペトリア村のアイオス・
⼆コラオス・ティス・ステギス教会を訪ね、

⽯作りの古い家屋が特徴の村を散策

7⽇⽬ － アモホストス地域
午前: アヤナパ市⽴海の博物館「サラッサ」
とアヤナパ修道院を訪ねる。
午後: アヤナパやパラリムニのビーチで海⽔
浴やケープグレコの⾃然散策路トレッキング
などで楽しみましょう。

オプション
オモドス村: 古いイコンや⽊彫りの装飾など
教会の調度品が
素晴らしいスタ
ヴロス修道院、規
模は⼩さいが独⽴
闘争博物館も⾒ど
ころ。
フィラクドゥ村: 
18世紀の町並みを
歴史的遺産として
守るため、村全体
が保存区域になっ
ている。
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キプロスでの、滞在時間が1週間以上でも、たった数⽇でも皆様それぞれの⽇程に応じたあらゆるプランが可能です。悠久の歴史を
持つ島ですが、あまり⼤きすぎないので各地を効率的に周遊することができます。

例えば東のラルナカから⻄のパフォスへ⾏くときに、⾸都で島の中⼼にあるレフコシアやトロードス⼭域を組み合わせると、だいた
い3⽇から5⽇の⾏程になります。または海岸線に沿って、アヤナパのビーチからパフォス、さらにその先にあるワイルドなアカマス半
島を⽬指すコース、途中のレメソスではクーリオン古代遺跡やトロードス⼭麓のブドウ畑の観光なども組み合わせるとだいたい7⽇間
の⾏程です。その他にも⽬的のあるコース、⾃然散策やハイキング、遺跡巡り、ビーチ巡り、アフロディーテの⾜跡を辿ったり等々、
⽂明の⼗字路キプロスならではの楽しみ⽅と発⾒があるでしょう。

旅⾏プラン
島⾃体を⽬的にするのも、何かテーマを決めて旅するのも、
楽しみ⽅はいろいろ

C Y P R U S

モデルコース

Akamas Peninsula Governors Beach, Lemesos



古代遺跡ルート 
復元された円筒形住居がユニークなテンタやヒロキティアといった古代の集落を訪
れ、⽯器時代の暮らしに思いを馳せるルート。
銅交易の中⼼地だった古代王国キティオンでは貿易港跡などを巡り、現代都市レメソ
ス近くにあった2つの古代王国クーリオンとアマサスからは眺望を楽しむ。
アマサスでは現在ルーブル美術館に展⽰されている世界最⼤の⽯壺が発⾒されたクー
リオンの古代円形劇場へ。そこでは今も様々なイベントが催される。
ククリアにある世界遺産のアフロディーテ神殿や、パフォスの王族の墓、鮮やかで巧
みなモザイク遺跡を訪ねる。

東部ルート
⽩砂ビーチのアヤナパ、または⾵⾞の町プロタラスを起点に島の東部を訪ねるルー
ト。
コキノコリリア（⾚⼟の村）の農業地帯を⾛り抜け、海沿いの椰⼦の⽊通りが⽬印の
ラルナカを通り、メネウを過ぎるとキティ村。キティでは美しいビザンチン教会アン
ゲロクティスティを訪れ、それからマゾトス博物館やキャメルパークへ。険しい岩⼭
の頂上に建つスタヴロヴーニ修道院、⼭の中腹にあるレースと銀細⼯が有名なレフカ
ラ村などを訪ねる。

⾃然探索ルート
年間を通して快適な気候のもと⾃然を楽しむルート。⾃然散策路には標識も整備され
ていて、また⾃然を通して島の歴史や⽂化を知ることができます。
地中海キプロスならでは美しい景⾊が楽しめる⾃然散策コースは全部で52あります。
島を⾃分の⾜で歩きながら、様々な動物や植物、古代キプロスに繁栄をもたらした鉱
⼭の跡等々きっと新たなキプロスの魅⼒を発⾒できるでしょう。

ビザンチン・ルート
有名な壁画教会を訪れるルート。キプロスでは10か所のビザンチン教会がユネスコ世
界⽂化遺産に登録されている。勾配のある特徴的な⽊製の屋根、イコンとフレスコの数

々が⾒事。トロードス⼭域のマラサッサ、ソレア、ピツイリア地区の美しい林の中に点
在する教会はとても印象的です。

アフロディーテ・ルート
キプロスの守護神、愛と美の⼥神アフロディーテの⾜跡をたどるルート。
古代アフロディーテ信仰の聖地だったパレアパフォス (ククリア)、アマサス、キティ
オンがルートのポイントになる。⼥神アフロディーテに関連の所蔵品のある博物館や伝
説の場所などにもつながっており、アフロディーテの誕⽣や信仰など歴史と⽂化を学べ
る。儀式に関係していた植物や⾙殻についても知ることができる。

⻄部ルート
豊かな⾃然が残るキプロス⻄部を旅するルート
ショートコース︓昔ながらの家屋が残るポリス周辺、ビーチ沿いに進みポモスへ。
ポモスには可愛らしい漁師⼩屋のあるポモスや、巡礼者の訪れる⼤切な教会のあるパ
キアモスへ。帰りは⼭に⼊りスタヴロス・ティス・プソカスを経由するとムフロンが
⾒られるかもしれません。リソスとビザンチン博物館のあるペリステロナを通り帰り
ます。
ロングコース︓パフォスまで戻る途中にキプロス過ぎの⾕から⼭に⼊り、キコス修道
院、プラトレスを訪れ、ディアリゾス渓⾕を通って⼭を下ります。

キプロスの交通手段は

車です。

自動車道がよく整備され

ており町から町への移動

も容易です。

テーマごとの行程

プランをご案内します。
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 神話と伝統が⾊濃く残り、地中海特有の歴史、⽂化、伝統が息づいているキプロス島。過去の暮らしを尊びながらも現代的な⽣活を営
んでいるキプロスにやって来ると、古代と現代とが混ざり合ったような感覚に誘われてしまいます。
ほとんどの旅⾏者にとってキプロスの⽞関⼝となる魅⼒的なラルナカから旅は始まります。内陸部にある⾸都レフコシア。美しいビー
チに囲まれたレメソスやパフォス、アモホストス。杉や松の茂るトロードス。ユニークで掛け替えのない旅が期待できるところばかりで
す。キプロスでぜひ体験していただきたいカルチャールートをご紹介します。20ページの⽇程プランも合わせてご参照ください。

C Y P R U S ’ 

カルチャールート

-歴史をたどる-



“(中略) キプロス流
の歓待とはどういうも
のか、その真の意味を
理解しはじめた。要す
るにそれは、ただ「コ
ピアステ」の一語に尽
きる。(この言葉を大ざ
っぱに訳せば、「坐れ
よ、一緒にやろう」と
いうことになる。)

喫茶兼軽食堂の前を通
りかかって、中で飲
み食いをしている知り
合いと挨拶を交わすよ
うなとき、その相手の
口から、まるで銃口か
ら飛び出す弾丸のよう
に、この言葉がこちら
を目がけて飛び出して
くるのを聞かないです
むことは決してなかっ
た。” 

 ～ローレンス･ダレル 
『にがいレモン』
幾野宏訳 (筑摩書房)

 ⽂明の⼗字路キプロスは古代遺跡や歴史物語で知られていますがそれだけではありません。⾃然散策、アドベン
チャー・スポーツ、ゴルフ、サイクリング、バードウォッチングなど、気候に恵まれたキプロスでの楽しみ⽅は尽
きません。東地中海の紺碧の海に浮かぶアフロディーテの島は皆様のどのような期待にも沿えるよう⽤意万端で
す。いろいろなアウトドア・アクティビティはもちろん、忘れられない思い出となる結婚式やハネムーン、学会や
国際会議の会場設備も整っています

遺跡
 キプロスは考古学ファンにとって尽きることのない魅⼒をたたえています。島の各地に古代ギリシャ・ローマ時
代の遺構がありますが、その歴史は新⽯器時代にまで遡ります。⻘銅器時代、ローマ時代、ビザンチン時代の遺跡
が特に多く⾒られます。象徴的な遺跡のひとつが、レメソス⻄側の⼩⾼い丘の上に建つクーリオンです。ギリシャ
のペロポネソス半島アルゴスから⼊植してきたアカイア⼈によってBC13世紀から12世紀にかけて基礎が築かれ、
キプロスの最も重要な古代都市王国に発展した地です。⾵光明媚なキプロス⻄部、パフォスではアフロディーテ神
殿のあるククリア（パレア・パフォス）からネア・パフォスにかけての地域にある多くの遺跡がユネスコ世界⽂化
遺産に登録されました。この⼀帯は、古代アフロディーテ信仰の聖地として、またキリスト教の布教の原点でもあ
った重要な⼟地です。そしてパフォスにはディオニッソスの館やテセウスの館などのローマ時代のモザイクやパナ
イヤ・フリソポリティッサ教会がとても良い状態で保存されていますので⾒逃せません。

 

家族みんなで楽しむ
 ⼤きくなった⼦供も⼩さな⼦供たちもキプロスに来れば、⼀万年の歴史と⽂明の世界にタイムスリップ︕タイム
カプセルに乗った気分で美しいおとぎ話の世界へ冒険に⾏きましょう。中世城に⼀歩⼊ればそこは何百年もの前の
王様の結婚式の会場。新⽯器時代の住居跡を歩きながら、⽯器時代の⼈々がどうやって暮らしていたのかを学びま
す。森を歩いてだれも知らない滝を⾒つけたり。もっと勇気を奮い⽴たせたい︕もっと冒険したい︕新しいことに
挑戦したい︕のでしたら、髪の⽑が逆⽴つようなウォーターパークのウォータースライダーがあります。森のアド
ベンチャーパークではジップラインで滑降したり、カートで⾼速ドライブも挑戦できます。もっと違ったものに乗
りたいときには、もしも動物好きでしたらドンキーパークやキャメルパークでロバやラクダに乗せてもらいましょ
う。
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スポーツを楽しみたいときはゴルフやミニゴルフ、ボーリングもありま
す。もっと⼩さなお⼦様のためにはプレイグラウンドが⽤意されていま
す。キプロスは誰でもみんな⼀緒に楽しめるところなのです。

ウェディングとハネムーン
 結婚式の場所としての⼈気が年々⾼まっており、キプロスは地中海で
最も⼈気のある誓いの場所のひとつとなりました。⼣⽇を背景に雄⼤な
景⾊の広がる海辺のチャペルから、キプロス最⼤のリゾート・ホテルに
設けられたチャペルまで、⾃分達の好みで結婚の誓いを交わす場所を選
べます。1年のうち晴天が330⽇もあってロマンチックなキプロスは最
⾼のハネムーン先です。⽥舎を旅してその⼟地の伝統や⾃然を発⾒した
り、島のビーチリゾートをちょっと贅沢に楽しんだりしながらおくつろ
ぎください。

国際会議、ビジネスミーティング
 キプロスは国際会議やビジネスミーティングの場所としても⼈気があ
り、主要なホテルでは会議設備とサービスが整っています。レフコシア
のキプロス国際会議センターは、東地中海諸国の中では最⼤で設備も整
った施設で、⼤規模な会議等に対応しています。もし会議企画者がキプ
ロスに⼀⽇でも滞在するチャンスがあれば、キプロスがビジネスミーテ
ィングのために完璧なところであることを理解いただけるでしょう。

スポーツとアドベンチャー
 キプロスの起伏に富んだ地形と温暖な気候は、マウンテンバイクや
クライミング、マリンスポーツなどを楽しむには最適です。サイクリス
トにとってはまさに天国。松の⾹り漂うトロードス⼭域中⼼部の舗装さ
れていない道から、岩だらけの⼤地のアカマス半島まで⾊んなルートを
選ぶことができます。とても美しいこのエリアでは誰にも邪魔されずに
泳いだり、サイクリングしたり、ウォーキングしたりして楽しめます。  
セーリングやウィンドサーフィン、カイトサーフィン、シュノーケリン
グ、⽔泳、スキューバダイビングなどマリンスポーツをするのに、キプ
ロスの透き通った海は理想的です。ハイキングコースは、⾃然の残るト
ロードス⼭域やアカマス半島が⼀層楽しめるでしょう。

ゴルフ
 キプロスでは⼀年中ゴルフが楽しめます。18ホールのゴルフ・コース
がいくつかあり、どこのコースでもゴルフクラブがレンタルできます。
ゴルフコースは4か所いずれもパフォスにあります。アフロディーテ・
ヒルズ・ゴルフクラブ、シークレット渓⾕のエレア・ゴルフコース、12
世紀の修道院の建つ美しい丘にあるミンティス・ヒルズ・ゴルフクラブ
などです。レベルに応じた様々なコースが⽤意されています。
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キプロスではギリシャ、トルコ、東地中海沿岸地⽅など様々な地域の様々な⾵味や調理法の影響を受けた料理を楽しむことができます。
その最も代表的なのが、クペッピア (ぶどうの葉の詰めもの) やムサカ、ヴィレッジ・サラダなど⼿の込んだ郷⼟料理をセットにしたメ
ゼです。レストランやタベルナでは、シーフードか⾁のメゼを選びます。何種類もの前菜に続いてシーフードや⾁の料理が次々と運ばれ
てきます。
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地中海料理の真髄
 キプロスの⾷事は典型的な伝統的地中海料理で、新鮮な果物、野菜、オ
リーブオイル、海産物が⽋かせません。野菜料理が充実していて、例えば
叩いてヒビを⼊れたグリーンオリーブにコリアンダーシードとレモン、つ
ぶしたガーリック⼊れてマリネにしたエリエス・ツァキステス。⼩さなパ
イ⽣地に⾚かぼちゃやレーズン、つぶした⼩⻨ピラフを詰めたコロコテ
ス。他にもムングラ (カリフラワーのピクルス) やビーツのピクルス、ロ
ーストしたポテトなど、新鮮な野菜を使った料理がたくさんあります。 
 ⿂料理では鯛や⾚ボラなど。新鮮なムサカやスティファド (ビーフとオ
ニオンの濃厚な煮込み)、地中海産のハーブをまぶしたぶつ切りのラム⾁
をホイルなどで包み、キプロス伝統の⼟窯で何時間も蒸し焼きにしたオフ
ト・クレフティコといった料理の数々が旺盛な⾷欲を満たしてくれること
でしょう。
 ハルミは、キプロス特産のチーズでキプロスでは毎⽇⾷卓に上ります。
タイムを餌に育てられた⽺のミルクから作ります。温めてもとろけないの
でグリルして⾷べることが多いです。海外からの⼈気が⾼まるにつれ、キ
プロスのレストランでは定番の⼀⽫となりました。そのままでももちろん
美味しいですが、グリルした野菜やスイカとの組み合わせは最⾼です。
 キプロスはブドウでも有名です。そして地元のデザートと⾔えば果物や
シュジュコ（ぶどうジュースから作るアーモンド⼊りの菓⼦）です。キプ
ロスコーヒーと⼀緒にどうぞ。バクラバや熱々のルクマデス（蜂蜜シロッ
プをくぐらせたミニドーナッツ）もおススメです。

外⾷
 キプロスで⼀般的な飲⾷店と⾔えば、⼈気の地元料理を出してくれるリ
ーズナブルなタベルナ（⾷堂）です。⼤都市であれ⼩さな村であれ、ギリ
シャ・スタイルのタベルナでは、地元の⾳楽などが演奏されキプロスの雰
囲気をたっぷりと味わえます。キプロスの⼈は郷⼟料理に強い誇りを持っ
ているので、⼈気のリゾートでも伝統的なキプロス料理が味わえるでしょ
う。
 名物のドネルケバブやサンドイッチ、ピザなどのポピュラーな⾷事がで

きるカフェやバーも数多くあります。レストランやタベルナでのディナー
は夜8時ごろから始まります。キプロスでは伝統的なタベルナ以外にも、
いろんな飲⾷店があり、あらゆる国の料理が楽しめます。

ナイトライフとエンターテインメント
 キプロスではゆっくりと時間をかけて美味しい料理や飲み物を楽しみま
す。⾷事の後にも楽しみがたくさん︕ホテルでは⺠族⾳楽やダンスのショ
ータイムでディナー客をもてなします。お客もステージに上がり皆で⼀緒
にギリシャダンスを踊りだすこともあります。ダンスはけっこう簡単な
ので、⼼配要りません。クラブやバー、パブなどが揃ったリゾート地で
ナイトライフを楽
しむのが最もポピ
ュラーですが、も
っとローカルな楽
しみ⽅もたくさん
あります。劇場で
のコンサートや舞
踊、演劇に出かけ
られるのも⼀興で
す。街中の劇場や
古代遺跡を利⽤し
た特設劇場でのパ
フォーマンスは時
にキプロスの歴史
を感じさせてくれ
るでしょう。チケ
ットはほとんどの
ホテルで扱ってい
ます。

キプロスの⾷事
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島には古代ギリシャ・ローマや、古代エジプトの時代にまで遡るワイン造りの伝統が息づいています。レメソス (リマソール) のピル
ゴス村やエリミ村から発掘された6000年以上前のワインの壺はその⻑い歴史を裏付けています。
島には、世界の中でも⾮常に古いブドウ品種があり⽢⼝のデザートワイン、コマンダリアは世界最初の原産地呼称統制ワインです。

ワインルート
 島には7つのワインルートがあります。アカマス・ラオナ、ヴニ・パナ
イア、アンベリティス、ピツィリア、そしてレメソスにあるワインの村々 
(ワイン村を意味するクラソホリアという名で知られる) です。どの場所で
も⾚⽩両⽅のワインを⽣産しています。
キプロスを代表する ぶどう品種はマブロ (⾚) とジニステリ (⽩) の２種
類です。ジニステリは最も広く普及している⽩ブドウ品種で、軽い⾊合い
でアルコール度数の低い (11〜11.5%) 軽いワインなります。マブロ (⾚) 
の実は⼤きくジューシーで、⿊味がかった軽めのワインができます。伝統
ワインコマンダリアはマブロとジニステリ2種類のブドウから作ります。
そしてその搾りかすを利⽤してできるのが伝統スピリッツ「ジバニア」で
す。
  その他のキプロス⼟着品種には古代品種のマラセフティコやオフサルモ
（いずれも⾚）があります。また多数のヨーロッパ品種が導⼊・栽培され
ています。⽩ブドウはシャルドネ、マスカットオブアレキサンドリア、パ
ロミノ、リースリング、ソーヴィニヨンブラン、セミリオン。⾚ブドウは
アリカンテブーシェやカベルネフラン、カベルネソーヴィニヨン、サンソ
ー、グレナシュノワール、マタロ、シラー などです

コマンダリア
 世界で最も古いワイン「コマンダリア」を、芳醇な⽢⼝デザートワイン
として今でも⽣産を続けていることはキプロスの誇りです。
 BC800年頃とされる⽂献には、「キプロス・ナマ」と呼ばれるぶどう酒
が飲まれていたとありますが、これこそ12世紀の⼗字軍時代に現在のコマ
ンダリアという名称になる以前のぶどう酒だろうと考えられています。病
を癒す効果がありトニックとしても広く利⽤されていました。
 リチャード獅⼦⼼王はレメソス (リマソール) の地において、キプロス
島の攻略とベレンガリアとの婚礼をこの酒で祝い、コマンダリアを「王の
ワイン、そしてワインの中の王」と讃えました。
リチャードは1192年に島を聖ヨハネ騎⼠団とテンプル騎⼠団に売り渡し

ました。島はその後さらにギ・ドゥ・リュジニャンの⼿に渡りますが、司
令塔はコロッシから動きませんでした。コマンダリアは”La Grande Com-
manderie (ラ・グランデ・コマンダリ＝騎⼠の畑)”と呼ばれていたコロッ
シ周辺で⽣産されていました。コマンダリアという名称の由来です。天⽇
⼲しにしたブドウから絞ったジュースをタンクに移して発酵させます。古
い時代には巨⼤な素焼き壺の中で発酵させていました。
 旅で⼀杯飲むのも楽しいけれど、島の歴史の⽢いひとかけとしてお⼟産
に⼀本いかがでしょうか︖
ジバニア
アルコール度数は40%から99%もあることから別名”⽕酒”と⾔われていま
す。この強い酒の歴史
は、ヴェネチアの⽀配
下に置かれていた14
世紀に遡り、その製法
は今も変わりません。

キプロスのワイン
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1⽉1⽇

1⽉6⽇

2⽉/3⽉

3⽉25⽇ 

4⽉1⽇

4⽉
 

4⽉

5⽉1⽇

5⽉/6⽉

8⽉15⽇

10⽉1⽇

10⽉28⽇

12⽉24⽇

12⽉25⽇

12⽉26⽇ 

新年

神現祭

グリーンマンデイ
(ギリシャ正教会のイースター
の50⽇前)

ギリシャ・ナショナルデイ

ギリシャ系キプロス・ナショ
ナルデイ

聖⼤⾦曜⽇ 
(ギリシャ正教会)

復活⼤祭 
(ギリシャ正教会)

メーデー

五旬祭 （洪⽔祭り）

⽣神⼥就寝祭

キプロス共和国
独⽴記念⽇

ギリシャ国家記念⽇

クリスマス･イブ

クリスマス

ボクシングデイ

キプロスの祝祭⽇

幾重にも積み重なる歴史がキプロスの宗教的伝統、⺠族芸能の両⽅を発展
させ、今⽇まで伝えてきました。国⺠的なお祝いから、島のあちこちで⾏な
われているローカルなお祭まで、⼀年中どこかでイベントが開催されていま
す。キプロスを訪れるとそんなイベントを体験することが出来ます。

キプロスでは⽂化的なイベントから祝祭⽇の祭りまで様々なイベントがあ
ります。

 地中海⽂化を満喫したいときには中世の要塞跡で上演されるオペラや、古
代ギリシャ・ローマ時代の劇場で開かれるコンサートなどはいかがでしょう
か。

キプロスの伝統的、宗教的な祭りはヨーロッパの祭りと同様です。新年に
はプレゼントを交換し、ヴァシロピタという伝統的な新年のケーキを⾷べま
す。海沿いの町で⾏われる神現祭では、海に投げ込まれた⼗字架を⽬がけて
男性たちが海に⾶び込み、⼗字架の争奪戦が始まります。

聖週間にはユダをかたどった⼈形が焼かれ、イコンが幕で覆われます。5⽉
にはアンセスティリア・花まつりが春の到来を告げ、9⽉には毎年恒例のアー
ト･フェスティバルがニコシア (レフコシア) で開かれます。

春になるとレメソスはカーニバルの拠点になり、盛⼤なパレードと仮⾯舞
踏会が繰り広げられます。夏には、世界各地の⾳楽やダンス、演劇グループ
が集まる演劇フェスティバルが開催され、9⽉にはワイン･フェスティバルも
開かれます。

パフォスでは、8⽉下旬から9⽉初旬にパフォス･アフロディーテ・フェステ
ィバルが開催されます。世界中のオペラ･ファンが世界トップクラスのパフォ
ーマンスを⾒るために中世城広場へ集まってきます。ククリアで毎年5⽉か6
⽉に開かれるパフォス・インターナショナル室内楽フェスティバルも⾳楽フ
ァンの楽しみとなっています。

&

Lemesos Carnival Parade

⾏事

祭り、伝統芸能、祝祭

祝祭⽇
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キプロスの宿泊施設は、キプロスらしさを保ちつつ世界的にも⾼い⽔準を誇っています。ヨーロッパ最⾼のリゾート・アイランドの名に
ふさわしく⽬的や予算に関わらず上質な時間と空間、⼼のこもった歓迎を提供してくれます。⼀⼈旅やカップル、お友達のグループ、⼩さ
なお⼦さま連れのファミリー、どんな形でも常にアットホームな気分にしてくれます。

東のアヤナパから⻄のポリスまで、多くのホテルは海岸沿いにあります。スタイリッシュなロビー、広々としたお部屋と贅沢なスイー
ト・ルームが出迎えてくれます。最も豪華なクラスのホテルでは、ビーチがすぐそばで美しいプール付き、グルメな (それでいてインフォ
ーマルな) レストラン、ヘルスクラブやジム、テニスコート、世界的にも有名なヘルス･スパなどの施設を備えています。⼿頃な価格のホ
テルでも、有名なキプロスのビュッフェ式の朝⾷がルーム料⾦に含まれています。ホテルのHPをチェックしたり、予約の際に問い合わせ
てみてください。

5つ星の⾼級リゾート･ホテルから、⼩さくてシンプルな家族経営の施設まで、様々な宿が揃っています。⼤きなホテルやホテルアパー
トメント、ツーリスト・ヴィラの他にはトラディショナルハウスやトラディショナルヴィレッジ、ゲストハウス、ユースホステル、そして
キャンプ場もあります。

少し違う体験をしたいのでしたら古⺠家を再⽣した宿泊施設トラディショナルハウスはいかがでしょうか。まるで地元の⼈のような⽣活
体験ができるでしょう。
アグロツーリズム・プログラムに沿ったトラディショナルハウスは、美しい景観の村々にあります。

アグロツーリズム･プログラム
ウェブサイト︓www.agrotourism.com.cy
問合せ（E-mail）:helpdesk@argotourism.com.cy

C Y P R U S ’ 

宿泊施設
WHERE TO STAY IN CYPRUS
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キプロス
位置︓東地中海
⾯積︓9,251平⽅キロメートル
⼈⼝: 848,300⼈ (2015年末現在)、ギリシ
ャ系キプロス⼈76.15%、トルコ系キプロス
⼈10.2%、外国籍居住者13.7%
⾸都レフコシア（ニコシア）33万⼈、レメソ
ス（リマソール）23.7万⼈、ラルナカ14.43
万⼈、パフォス9.02万⼈
政治体制・内政
独⽴共和国、⼤統領制議会政治、⼤統領と国
会議員は選挙によって選ばれる。任期5年
⾔語
主要⾔語はギリシャ語だが、ほとんどの⼈が
英語を話す。ホテルや公共施設によってはフ
ランス語も通じる。
出発前に
パスポート、必要に応じてビザ、国際免許証
を確認ください。予防接種は不要です。
服装とアクティビティ
4⽉〜5⽉: ⽇中は暑くなることが多いが、朝
晩はまだ少し冷えるので、薄⼿のウールや⻑
袖の軽い⽻織があると便利。 
⼭⾥の緑が美しく花も最盛期なので⾃然散策
には絶好の季節。
6⽉〜8⽉: ⼀年中で最も暑い季節。真夏の服
装で。海⽔浴やマリンスポーツ。
9⽉〜10⽉: 9⽉はまだまだ真夏の陽気。10⽉
になると⽇中は暑いが朝晩は冷え込む。真夏
の服装と軽い⽻織物が必要。
海⽔浴シーズンは10⽉まで続く。
11⽉: ⽇中の温かさが⼼地よい季節。午後に
なると急激に冷えることもあるので冬物の⾐
類も必要。
⼾外でのランチも快適で、ビーチでは⽇光浴
を楽しむ姿がまだ⾒られる。アウトドアスポ
ーツには最適の季節。
12⽉〜1⽉: キプロスの⼈にとっては真冬だ
が、外国からの旅⼈にとっては秋の気分かも

しれない。
⾬の⽇も少なくないが、晴れれば太陽の陽射
しが眩しい。服装は冬服。アウトドアスポー
ツや観光地巡りは⼀年中楽しめる。
2⽉: アーモンドの花が咲き出す季節。天候
は不安定で⾬のことも多い。春のように温か
くなることもあるが、朝晩はまだ寒いので服
装は冬服で。トロードスには雪が積もりスキ
ーが楽しめる。
3⽉: ⽇毎に陽射しが温かくなり、草花が⾊
鮮やかに⼤地を彩る穏やかな季節。服装はま
だ冬服も⽤意した⽅がよい。ウォーキングな
どアウトドアが快適である。
銀⾏通貨、クレジットカード
銀⾏の各種サービスはユーロ並びに各外国
通貨で提供している。世界各国の銀⾏と取
引を⾏っている。国際銀⾏間⾦融通信協会 
(SWIFT) 加盟、EU銀⾏法に則って運営され
ている。
両替は、ラルナカ及びパフォス国際空港の現
⾦⾃動預払機（ATM）で⾏える。ATMは街中
の銀⾏に設置されている。アヤナパやパラリ
ムニなどのリゾート地にもある。
通貨︓ユーロ (€)。
クレジットカード︓主要なクレジットカード
は⼤抵の場所で利⽤可能。
電圧とプラグ
電圧230V、周波数50Hz、プラグタイプはBF
緊急電話番号
緊急時には下記に電話をしてください。英語
で対応可能です。
• 救急:     112 
• 消防:     112
• 警察:     112
• 薬局*夜間):    11892
• NARCOTICS(薬物及び毒物による患者の救
急サービス):      90901401 

マリーナ、ヨット・ハーバー
リマソール･マリーナ
レメソス市街地に⾯した港にある。町の中⼼
から歩いてすぐのところ。
経緯度は北緯34度40分、東経33度02分。
ベイルート (レバノン) から130海⾥（約
240km）、ポートサイド (エジプト) から
205海⾥（380km）、ロードス島 (ギリシャ) 
から255海⾥（約472km）、スエズ・ゲート
ウェイ (エジプト) から285海⾥（528km）
にあります。
リマソール･マリーナは国際港で通関⼿続き、
⼊国⼿続きを⾏なっている。どんな天候であ
っても年中無休、24時間アクセス可能。様々
なサイズのヨット650隻が係留できる設備を
有する。停泊所のサイズは8m〜115m。喫⽔
は3.5m〜9m。
リマソール･マリーナの敷地内にはショップ
40件、レストラン14件のほかバーやカフェ、
カルチャーセンター、スパ、フィットネス･
クラブがあり、駐⾞スペースは750台を収容
できる。
Tel: +357 25 020 020 
Email: info@limassolmarina.com

ラルナカ･マリーナ
ラルナカ湾内に位置し、レバノンとシリアか
らは110海⾥（約203km）、ポートサイドか
ら230海⾥（約426km）、ギリシャから250
海⾥（約463km）にあります。経緯度は北緯
34度55分、東経33度38分。ラルナカ･マリー
ナは正式な⼊国港で、様々なサイズのヨット
400隻が係留できる設備を有する。キプロス
を出⼊国するヨットはマリーナ内での通関、
⼊国⼿続きを⾏なうことが可能。
Tel: +357 24 653110
Email: larnaca.marina@cytanet.com.cy 
セント・ラファエル･マリーナ
セント･ラファエル・ホテルのビーチにある
マリーナ。緯度33度11分、経度34度42分に
位置する⾃動⾞愛好家、ヨット愛好家にとっ
ては理想的な場所。LOA (全⻑) 最⼤30m、
喫⽔4mのボート全237隻を収容。ヨットは船
⾸で3ヶ所のコンクリートの桟橋に係留され

旅の前に知っておきたいこと

お役⽴ち情報
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る。桟橋は新鮮な⽔、電気、電話、TVな
どを完備。
Tel: +357 25 834 255 
E-mail: marina@raphael.com.cy
ショッピング・お⼟産
伝統⼯芸品では、銅細⼯品、銀細⼯やジュ
エリー、かご細⼯、レフカラレースや織物
などの⼿芸品が⼟産物に⼈気。その他に⾰
製品や陶磁器も定評がある。街中や観光地
の⼟産物店、ホテルのショップなどで売ら
れている。主要都市（レフコシア、レメソ
ス、ラルナカ、パフォス）にあるキプロス
⼿⼯芸センターでも販売している。
キプロスのワインやスピリッツ類の評判は
幾世紀も以前から海外に広く知られてお
り、いつも⼀番⼈気の⼟産物だ。
スーパーマーケットや⾷料品店で買い求め
ることができる。靴やシャツ、輸⼊織物、
眼鏡、時計はお買い得。
観光地のスーパーマーケットは夜遅くま
で開いており、⽇曜も朝から営業してい
ます。
商店営業時間
商店によって異なるが観光地ではおおよそ
⽉曜〜⼟曜 07:00〜21:00
⽇曜    11:00〜14:00 
ただし、⽔曜の午後と⽇曜は閉めるとこ
ろがある。
夏期、6⽉15⽇〜8⽉31⽇の午後14:00
〜17:00は休憩のため閉める（⼣⽅からま
た営業する）
クリスマスやイースターの時期は営業時
間を延⻑するが、12⽉24⽇(クリスマスイ
ヴ)、12⽉31⽇(⼤晦⽇)、聖⼤⾦曜⽇
(年によって⽇にちが異なる)は18時に閉
店となる。

⽇の出と⽇没
毎⽉15⽇の⽇の出と⽇没の時刻は次の
通り。
(※5分ほど誤差あります。)

 ⽉   ⽇の出  ⽇没
1⽉    6:55   17:00 
2⽉    6:35   17:30 
3⽉    6:00   17:55 
4⽉    6:15   19:20 
5⽉    5:45   19:45 
6⽉    5:30   20:00 
7⽉    5:45   20:00 
8⽉    6:05   19:35 
9⽉    6:30   18:55 
10⽉  6:50   18:15 
11⽉  6:20   16:45 
12⽉  6:45   16:35 
(4⽉から10⽉はサマータイム)

チップ
チップを渡すのは、基本的には個⼈の判断
です。ホテルや飲⾷店の従業員には喜ばれ
ます。タクシードライバーやポーターに重
い荷物を運んでもらった時や、美容師に気
に⼊った髪形にしてもらった時には感謝の
気持ちとして渡すのがいいでしょう。
交通機関
バスとシャトル･バス
ラルナカ国際空港からは各主要都市にバス
とシャトル･バスが出ている。
レンタカー
⼤⼿レンタカー会社はラルナカとパフォス
の両国際空港を含め全ての街にオフィスを
構える。レンタカーは⾚のプレートなので
すぐ⾒分けが付く。

⾞をレンタルする場合に知っておきたい

情報
保険が適⽤されるのはキプロス共和国の管
理下にある地域内のみ。
料⾦は⾞種、⽇数、借りる時期、オプショ
ン等によって異なる。保険は別料⾦とな
っている。
⾛⾏距離は無制限。
予約により空港での貸し出し、返却が可
能。
ガソリンは通常、満タンで貸し出されま
す。ガソリン代を含んだ料⾦なので、契約
書に特に明記のない限り、満タンで返却す
るとその代⾦が戻ってくる。
免許取得から3年未満で25歳未満のドライ
バーは、レンタル時にレンタカー会社にそ
の旨を告げ、〜才未満保険の適⽤を受けな
ければならない。
⾞両を破損させた場合、⾞種によっては借
主が⼀定の⾦額を負担する責任を有する。
免許証
キプロスでは、有効な国際運転免許証、あ
るいは⾃国の国内運転免許証で運転するこ
とができます。
ヨーロッパの運転免許証は法律第94(1)
/0条により正式に認められている。
ノルウェー、アイスランド、リヒテンシュ
タイン、オーストラリア、スイス、ジンバ
ブエ、アメリカ合衆国、⽇本、カナダ、ニ
ュージーランド、南アフリカ、ロシアの発
⾏する運転免許証は、6ヶ⽉ごとに更新し
なければならない。⾮ヨーロッパ系の市⺠
ならびに上記の国以外の出⾝者は、30⽇
以内であれば⾃国の運転免許証を所持する
ことで運転することが認められる (この期
間はそれほど厳格には運⽤されていない)
。国際運転免許証を所持する者は、免許が
有効であることを条件に運転することが認
められる。
タクシーの運⾏
キプロスではインターシティー・サービ
ス・タクシーが全主要都市を結んでお
り、30分ごとに運⾏している。4⼈〜7⼈
の相乗りとなる。インターシティー・タク
シーは空港からは運⾏していない。



⾝体的な障害を抱えた⽅や特別なニーズをお
持ちの⽅には、さまざまな設備がご利⽤いた
だけるようになっています。
それぞれの⽅に必要なサービスと設備を備え
ているホテルもあります。設備はホテルごと
に異なるため、事前に連絡を取り具体的な
状況を確認されることをお勧めします。⾝
体障害者のための設備を備えているホテルは
キプロス政府観光局のウェブサイト (www.
visitcyprus.com) でご確認ください。

ラルナカとパフォスの国際空港はいずれも、
バリアフリーの⾏き届いた空港です。バリア
フリーのトイレ、出発ゲートに設けられた電
動⾞いすの充電ステーション、⾞いすの⽅
がバスを乗り降りするためのスロープ、その
他、⾝体障害者の旅⾏者の権利に関するヨー
ロッパ法第1107/2006条に適合したバリア
フリー･サービスなどがあります。2007年に
はキプロスの国会において、⾝体障害者が指
定の場所で駐⾞するためのヨーロピアン･ブ
ルー･バッジの使⽤が承認･導⼊され、島全⼟
の公道、公共の駐⾞場にて利⽤できます。
ブルー･バッジ発⾏機関は、労働社会保健省
の⾝体障害者社会参加局で、連絡先は+357 
22 406 406、email: info@dsid.mlsi.gov.
cyです。

キプロスでは⾞椅⼦移動が容易になるようバ
リアフリー化が進めれていますが、まだ完全
ではありません。⾞椅⼦利⽤の場合は必ず同
⾏者と⾏動するようにしてください。
島内の移動の⼿配が必要な場合は、事前に交
通機関までご連絡ください。傾斜のゆるいス
ロープや安全ベルト付きの特別なバスもご利
⽤いただけます。⾞⾞椅⼦のまま乗⾞できる
タクシーもあります。
最新情報は各町にあるキプロス政府観光局
案内所 (Information) までお問い合わせく

ださい。

ラルナカとパフォスの空港には、オートマチ
ック⾞を取り扱うレンタカー会社がありま
す。障害を持つ旅⾏者の⽅は到着前にレンタ
カー会社と連絡を取り、必要な装備を⼿配さ
れることをお勧めします。

空港、港やマリーナ、公共施設、ほとんどの
幹線道路と広場、臨海地区やリゾート地、そ
して観光施設やショッピング･センターの多
くで、障害を持つドライバーのための駐⾞ス
ペースがあります。

役に⽴つ連絡先
キプロス対⿇痺協会
(Cyprus Paraplegics Association (OPAK))
Τel.: +357 22 49 64 94
Fax: +357 22 42 35 40
www.opak.org.cy 
email: opak@cytanet.com.cy 

キプロス⾝体障害者協会
(The Pancyprian Organisation 

for Disabled Persons)
Tel.: +357 22 42 63 01 
Fax: +357 22 31 32 50
e-mail: organofdisabled@cytanet.com.cy

キプロス視覚障害者協会
(Pancyprian Organization of the Blind)
Tel.: +357 22 81 33 83 
Fax: +357 22 49 53 95
email: pot@logos.cy.net 
www.facebook.com/potpob/

⾝体障害者の社会復帰のためのリハビリセ
ンター
(Centre for the Disabled Persons)

Tel.: +357 22 87 13 00 
Fax: +357 22 31 11 76

視覚障害者のためのアイオス･バルナバス・
スクール
(Agios Varnavas School for the Blind)
Tel.: +357 22 40 33 00 
Fax: +357 22 40 33 40

聴覚障害者のためのスクール
(School for the Deaf)
Tel.: +357 22 30 54 22 
Fax: +357 22 30 54 23

⾝体障害者社会参加局
(Department for Social Inclusion of Persons with 

Disabilities)
Tel.: +357 22 81 50 15 
Fax: +357 22 48 23 10
email: info@dsid.mlsi.gov.cy 
www.mlsi.gov.cy 

通信・公共事業省
(Ministry of Transport 

Communications and Works)
Tel.: +357 22 80 02 88 
Fax: +357 22 77 62 66
www.mcw.gov.cy

保健省
(Ministry of Health)
Tel.: + 357 22 60 53 00
email: perm.sec@moh.gov.cy 
www.moh.gov.cy

緊急時の連絡先 112
(救急⾞、消防&レスキュー、
警察)

30 A C C E S S I B L E  C Y P R U S 

旅の移動に特別な助けが必要な⽅のための情報

バリアフリーのキプロス
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Rock of Aphrodite, Pafos

Cyprus Tourism Organization (Head Office)

Leoforos Lemesou 19, Lefkosia, Cyprus 
P.O. Box 24535, CY 1390 • Tel: +357 22 691100 • Fax: +357 22 331644, 22334696 

E-mail: cytour@cto.org.cy

www.visitcyprus.com

キプロス政府観光局

（お問い合わせは郵送でお願いします）

130 24 17


